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水戸・山路地区 津波避難タワー完成
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いのちを守る

　下田水戸津波避難ツインタワー完成。
　東日本大震災後の最大クラス津波高予想を受
け、従来のタワー（高さ6ｍ）の隣に２基目のタ
ワー（高さ9ｍ、海抜18．6ｍ）を建設し、連結させ
ました。両方合わせて約320人収容可能。最上段
にはライフジャケットも格納しています。
　また、八束山路地区には、介護福祉施設が近く
にあることから、ゴンドラ設備搭載タワーを建設
しました。
　いずれも、県下で初めての構造のタワーです。

（10ページ）
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清流に歴史と文化を映すまち



歴
史
の
窓

歴
史
の
窓下

田
砲
台
跡

　

次
な
る
外
敵
は
津
波
で
す
。
表
紙
の
津
波
避
難
ツ

イ
ン
タ
ワ
ー
が
建
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
場
所
で
あ

り
、案
内
板
に
は
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

（
抜
粋
）

　

こ
の
地
は
、嘉
永
６
年（
１
８
５
３
年
）、水
戸
地
区

に
築
造
さ
れ
た
大
砲
を
据
え
る
台
座
（
台
場
）
跡
で

す
。
鎖
国
状
態
に
あ
っ
た
日
本
に
欧
米
の
列
強
国
が

開
国
を
迫
っ
た
た
め
、幕
府
は
危
機
感
を
募
ら
せ
、各

地
に
台
場
を
急
造
さ
せ
て
海
防
強
化
を
図
り
ま
し

た
。

　

幡
多
地
域
で
も
、
長
崎
で
当
時
最
先
端
の
砲
術
を

学
ん
だ
中
村
出
身
の
砲
学
者
樋
口
真
吉
が
指
揮
を
と

り
、千
人
を
超
え
る
人
夫
が
動
員
さ
れ
て
、多
く
の
台

場
が
構
築
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

下
田
に
は
、
２
基
築
造
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
記
述

が
あ
り
、そ
の
規
模
は
、外
周
１
８
２
メ
ー
ト
ル
と
さ

れ
て
お
り
、
他
の
幡

多
地
域
の
台
場
に
比

べ
て
も
大
き
な
も
の

で
し
た
。

　

安
政
元
年
（
１
８

５
４
年
）８
月
に
は
、

訓
練
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
下
田
の
港
を

守
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
こ
と
が

想
像
さ
れ
ま
す
。

　

四
万
十
市
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
多

機
能
携
帯
電
話
）
を
見
な
が
ら
街
歩
き

が
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

を
産
官
協
同
で
開
発
し
、
今
年
３
月
か

ら
サ
ー
ビ
ス
（
無
料
）
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

２
０
１
０
年
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送

さ
れ
た
ド
ラ
マ『
龍
馬
伝
』の
ブ
ー
ム
の

後
押
し
も
あ
り
、
同
市
の
観
光
客
は
前

年
比
の
54
％
増
の
約
１
４
７
万
人
で
し

た
が
、
宿
泊
者
数
は
同
３
％
増
の
約
19

万
人
に
留
ま
り
ま
し
た
。
本
市
で
は
宿

泊
施
設
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
な
ど
が
集

ま
る
中
心
市
街
地
へ
の
観
光
客
誘
導
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
は
、県
内
で
は
初
め
て
の
試
み
で
、

史
跡
解
説
の
ほ
か
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や

飲
食
店
、
特
産
品
な
ど
を
地
図
と
と
も

に
提
供
し
、
観
光
地
と
中
心
市
街
地
を

繋
げ
る
ル
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

一
人
で
初
め
て
四
万
十
市
に
訪
れ
た

観
光
客
も
迷
わ
ず
、
安
心
し
て
街
歩
き

が
出
来
る
こ
と
を
目
指
し
、
観
光
客
を

中
心
市
街
地
へ
呼
び
込
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
も
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）商
工
課
　

☎（
３
４
）１
１
２
６

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

「
四
万
十
な
び
」完
成

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

「
四
万
十
な
び
」完
成

　

市
役
所
駐
車
場
は
昨
年
12
月
1
日
か
ら
本

年
3
月
31
日
ま
で
、24
時
間
開
放
を
試
験
的
に

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、そ
れ
に
よ
り
生
じ
た

問
題
点
な
ど
、
関
係
機
関
・
団
体
等
の
意
見
を

お
聞
き
す
る
と
と
も
に
、市
業
務
へ
の
影
響
な

ど
も
検
証
し
た
結
果
、駐
車
場
所
へ
の
適
正
な

駐
車
と
利
用
者
相
互
の
大
き
な
問
題
も
な
く
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
に
つ
な
が
る
と

の
評
価
で
あ
る
こ
と
か
ら
、４
月
１
日
か
ら
本

実
施
に
移
行
し
ま
し
た
。

市
役
所
駐
車
場

24
時
間
開
放 

４
月
か
ら
本
実
施
に
移
行

市
役
所
駐
車
場

24
時
間
開
放 

４
月
か
ら
本
実
施
に
移
行

平
成
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年
4
月
号

2



2
月
16
日
〜
3
月
15
日

２
月
16
日
　

県
西
部
郵
便
局
長
会

　
　

18
日
　

市
政
懇
談
会（
西
富
山
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　

19
日
　

市
政
懇
談
会（
か
わ
ら
っ
こ
）

　
　

20
日
　

県
道
藪
ヶ
市
松
野
線
改
良
促
進
期
成
同
盟

　
　
　
　
　

会
、幡
多
土
木
事
務
所
要
望

　
　
　
　
　

四
万
十
川
財
団
協
議（
四
万
十
町
）

　
　

21
日
　

幡
多
地
域
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

四
万
十
市
区
長
会
設
立
総
会

　
　

22
日
　

田
野
川
甲
地
区
要
望
受

　
　
　
　
　

市
政
懇
談
会（
大
宮
中
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　
　

23
日
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
し
こ
く
ジ
ビ
エ
王
国
と
四

　
　
　
　
　

万
十
川
流
域
」

　
　

24
日
　

と
み
や
ま
梅
の
里
祭
り

　
　
　
　
　

体
育
協
会
親
睦
運
動
会

　
　
　
　
　

一
條
太
鼓
定
期
演
奏
会

　
　

25
日
　

市
政
懇
談
会（
公
民
館
鴨
川
分
館
）

　
　
　
　
　

下
田
地
区
防
災
拠
点
基
地
計
画
説
明
会

　
　

26
日
　

当
初
予
算
記
者
発
表

　
　
　
　
　

四
万
十
市
環
境
審
議
会
答
申
受

　
　
　
　
　

市
政
懇
談
会（
口
屋
内
公
民
館
）

　
　

27
日
　

雇
用
創
造
促
進
協
議
会
成
果
品
公
開
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会

　
　

28
日
　

Ｊ
Ａ
高
知
は
た
中
村
支
所
青
壮
年
部
と
の

　
　
　
　
　

対
話
集
会

　
　
　
　
　

市
政
懇
談
会（
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
）

３
月
１
日
　

中
村
高
校
、幡
多
農
高
卒
業
式

　
　

２
日
　

働
く
婦
人
の
家
ま
つ
り

　
　

４
日
　

３
月
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜
19
日
）

　
　

６
日
　

西
土
佐
地
区
区
長
会
要
望
受

　
　
　
　
　

四
万
十
市
障
害
者
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

９
日
　

黒
潮
医
療
専
門
学
校
卒
業
式

　
　
　
　
　

四
万
十
市
観
光
開
き

　
　

10
日
　

古
津
賀
２
丁
目
集
会
所
落
成
式

　
　
　
　
　

下
田
水
戸
避
難
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
落
成
式

　
　

12
日
　

幡
多
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会

　
　

14
日
　

四
万
十
市
シ
ル
バ
ー
教
室
閉
級
式

　
　
　
　
　

市
議
会
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　

15
日
　

中
村
市
森
林
組
合
総
代
会

市
長
日
誌

　

ふ
る
さ
と
に
か
つ
て
の
賑
わ
い
と
活
力
を

取
り
戻
し
た
い
　

―　

こ
れ
が
私
の
原
点
で

す
。

　

過
去
、わ
が
ふ
る
さ
と
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

「
お
ま
ち
中
村
」
の
繁
栄
を
支
え
て
い
た
の
が

周
辺
地
域
で
す
。
両
者
は
「
里
も
栄
え
て
街
も

栄
え
る
」、共
存
共
栄
の
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、今
は
お
互
い
の
地
域
そ
の

も
の
が
多
く
の
困
難
を
抱
え
、
必
死
で
踏
ん

張
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
地
域
を
守
る
」
こ
と
、

こ
れ
が
私
の
市
政
運
営
の
最
大
目
標
で
す
。

　

私
は
、こ
の
４
年
間
、「
対
話
を
大
切
に
市
民

の
力
を
引
き
出
す
」、「
弱
い
立
場
の
人
を
応
援

す
る
」
、「
地
元
で
で
き
る
も
の
は
地
元
で
」
、

「
四
万
十
川
を
再
生
す
る
環
境
・
産
業
を
育
む
」、

「
幡
多
の
歴
史
・
文
化
を
育
む
」の
５
つ
を
基
本

姿
勢
と
し
て
、こ
れ
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
集
大
成
の
一
つ
と
い
え
る
の
が
、健
康

福
祉
地
域
推
進
事
業
で
す
。
山
間
地
、
ま
ち
な

か
共
通
に
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
、市
は
い
ま
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
、各
地
区
で
健
康
福
祉
委
員
会
の

設
立
を
進
め
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
、
介
護

予
防
・
生
き
が
い
交
流
、
支
え
合
い
の
地
域
づ

く
り
、が
事
業
の
三
本
柱
で
す
。

　

地
域
の
力
を
引
き
出
す
こ
の
事
業
は
、平
成

22
年
度
か
ら
地
域
づ
く
り
支
援
職
員
を
配
置

し
、地
域
の
課
題
の
掘
り
起
こ
し
作
業
を
行
う

中
で
、方
向
が
見
え
て
き
た
も
の
で
す
。

　

市
民
の
命
や
健
康
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
市
民
病
院
は
絶
対
に
必
要
で
あ
り
、
こ
の

間
、医
師
の
確
保
に
奔
走
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
脳
ド
ッ
グ
が
始
ま
り
、
医
師
が

地
域
に
出
向
き
、健
診
に
参
加
す
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。病
院
収
支
も
大
幅
に
改
善
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
歯
科
医
師
会
と
の
連
携
で
口
腔

ケ
ア
事
業
も
始
め
て
い
ま
す
。

　

仕
事
や
雇
用
を
つ
く
り
、地
域
内
循
環
に
よ

る
経
済
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、農
商
工
連
携
、

市
産
材
利
用
促
進
、四
万
十
ヒ
ノ
キ
ブ
ラ
ン
ド

化
な
ど
の
事
業
開
始
の
ほ
か
、公
共
事
業
の
地

元
発
注
の
原
則
を
貫
い
て
い
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
の
足
を
守
る
た
め
に
、公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
を
見
直
し
、電
話
予
約
で
迎
え
に

行
く
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、タ
ク
シ
ー
も
導
入
。

　

外
と
の
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
、

移
住
促
進
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
応
援
団
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
も
始
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、何
と
言
っ
て
も
、災
害
か
ら「
地
域

を
守
る
」
た
め
の
対
策
と
し
て
、
東
日
本
大
震

災
を
受
け
、地
震
津
波
対
策
に
緊
急
か
つ
最
重

要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
政
に
お
い
て
は
、
新
政
権
が
デ
フ
レ
、
円

高
か
ら
の
脱
却
を
図
る
と
し
て
大
型
補
正
予

算
を
組
む
な
ど
、大
胆
な
経
済
政
策
を
打
ち
出

し
て
い
る
こ
と
は
期
待
が
大
き
い
反
面
、国
債

発
行
額
は
実
質
52
兆
円
に
ふ
く
ら
む
な
ど
、国

の
財
政
状
況
は
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、消
費
税

の
引
き
上
げ
が
近
づ
い
て
い
る
ほ
か
、
医
療
、

介
護
、年
金
と
い
っ
た
社
会
保
障
制
度
の
再
編

な
ど
、極
め
て
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
は
不
透

明
で
あ
り
、不
安
が
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
こ
の
４
年
間
、「
地
域
を
守
る
」
た
め

の
基
盤
づ
く
り
に
努
め
て
き
た
結
果
、ま
だ
ま

だ
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、目
指
す
べ
き

方
向
に
は
確
か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
さ
ら
に

磨
き
を
か
け
る
と
と
も
に
、な
か
な
か
前
に
進

ま
な
い
中
心
市
街
地
活
性
化
策
や
、こ
れ
と
も

関
連
す
る
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
セ
ン

タ
ー
の
建
設
課
題
な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
、「
里
も
栄
え
て
街
も
栄
え
る
」四
万

十
市
を
め
ざ
し
て
、こ
れ
ま
で
以
上
に
全
力
を

傾
注
し
て
い
く
決
意
で
す
。

私
の
原
点

平
成
25
年
３
月
市
議
会
定
例
会

市
長
施
政
方
針（

所
信
）

平
成
25
年
4
月
号
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平
成
25
年
度 

主
要
事
業

（
要
旨
）

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

―
地
域
防
災

地
震
・
津
波
対
策
ー
３
つ
の
柱

一
．津
波
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
対
策

　

地
震
、津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ

る
下
田
、
八
束
地
区
に
お
い
て
、
大
規
模
災
害
時

の
復
旧
・
救
援
活
動
並
び
に
収
容
避
難
所
の
機
能

を
有
す
る
複
合
的
な
施
設
を
整
備
す
る
エ
リ
ア

を
定
め
、
本
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
考
え
方
で
「
防
災

拠
点
基
地
」
と
位
置
付
け
、
事
業
展
開
を
図
っ
て

い
く
。こ
れ
は
、活
動
拠
点
施
設
や
備
蓄
倉
庫
、非

常
電
源
設
備
、
防
災
広
場
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
い
っ

た
機
能
を
集
約
さ
せ
、一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と

で
、大
規
模
災
害
時
の
復
旧
・
救
援
・
復
興
の
機
動

性
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

　

八
束
地
区
は
四
万
十
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ（
海

抜
63
ｍ
）の
一
部
用
地
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

構
想
。
海
抜
６
・
５
ｍ
の
八
束
保
育
所
の
移
転
を

検
討
し
て
い
る
。

　

下
田
地
区
は
、下
田
中
学
校
の
体
育
館
や
中
医

学
研
究
所
を
中
心
に
、土
佐
西
南
大
規
模
公
園
を

含
め
て
、
地
元
や
関
係
機
関
と
の
調
整
、
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　

津
波
避
難
タ
ワ
ー
は
、県
下
初
の
取
り
組
み
と

し
て
二
つ
の
方
法
で
事
業
展
開
を
図
る
。

　

一
つ
目
は
、高
さ
に
不
安
の
あ
る
既
存
の
水
戸
、

初
崎
の
タ
ワ
ー
を
も
う
一
段
高
い
タ
ワ
ー
に
隣

接
さ
せ
る「
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
方
式
」と
す
る
。二

つ
目
は
、高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
要
援
護
者
対

策
と
し
て
、
山
路
地
区
に
「
手
巻
き
ゴ
ン
ド
ラ

設
備
」を
有
す
る
タ
ワ
ー
を
建
設
し
て
い
る
。

　

津
波
避
難
道
の
整
備
は
、下
田
、八
束
、古
津

賀
地
区
を
対
象
に
、
本
年
度
20
路
線
を
、
来
年

度
50
路
線
の
整
備
を
図
り
、残
る
路
線
と
合
わ

せ
、平
成
26
年
度
末
ま
で
の
３
か
年
で
完
了
し

た
い
。

二
．建
物
の
倒
壊
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
対
策

　

こ
れ
ま
で
３
千
円
の
自
己
負
担
が
必
要
で

あ
っ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て
、県

下
で
初
め
て
こ
れ
を
無
償
化
す
る
こ
と
に
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
耐
震
設
計
及
び
工
事
へ
の

移
行
を
促
進
さ
せ
、耐
震
化
率
の
向
上
と
加
速

化
が
図
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

三
．地
震
災
害
に
強
い
組
織
を
つ
く
る
対
策

（
１
）地
震
防
災
課
を
設
置
す
る
。

（
２
）消
防
団
の
報
酬
額
を
増
額
す
る
。

（
３
）自
主
防
災
組
織
は
、今
年
度
新
た
に
古
津

賀
、中
村
東
町
３
丁
目
、楠
島
団
地
で
設
立
。組

織
率
は
97
・
１
％
に
向
上
し
た
が
、
１
０
０
％

を
め
ざ
す
。

命
を
守
る
道
路
網
の
整
備

　

高
速
道
路
は
、佐
賀
〜
四
万
十
間
は
未
だ
事

業
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、早
期
に
事
業
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
、引
き
続
き
関
係
機
関
に
対
し

強
く
要
望
し
て
い
く
。

　

国
道
４
４
１
号
は
、昨
年
12
月
に
川
登
バ
イ

パ
ス
が
開
通
。
網
代
工
区
３
・
１
㎞
も
来
年
度

末
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。
残
る
「
西

土
佐
道
路（
仮
称
）」に
も
概
略
設
計
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
国
道
４
３
９
号
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
少
額
で
は
あ
る
も
の
の
予
算
付
け
が

さ
れ
た
。国
道
３
２
１
号
も
実
崎
工
区
は
本
年

度
末
の
完
成
を
予
定
、山
路
工
区
も
設
計
や
用

地
調
査
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

県
道
整
備
は
、
有
岡
川
登
線
、
安
並
佐
岡
線
、

川
登
中
村
線
、
西
土
佐
松
野
線
、
薮
ケ
市
松
野

線
を
、市
道
整
備
は
、具
同
坂
本
線
、具
同
三
里

線
、
天
神
橋
通
線
、
旭
通
線
、
平
和
通
線
、
白
岩

用
井
線
、
市
野
々
線
、
藤
ノ
川
線
の
道
路
整
備

に
取
り
組
む
。

河
川
・
港
湾
・
海
岸
・
ダ
ム
の
整
備

　

河
川
改
修
で
は
、
不
破
上
流
工
区
・
下
流
工

区
の
堤
防
事
業
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
具

同
・
入
田
地
区
で
は
、
堤
防
の
断
面
が
確
保
さ

れ
て
い
な
い
区
間
（
延
長
１
２
４
０
ｍ
）
の
堤

防
拡
幅
事
業
に
取
り
組
む
。

　

下
田
港
は
、港
湾
改
修
事
業
に
よ
り
新
航
路

の
防
波
堤
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。河
口
砂
州

に
つ
い
て
は
、高
知
県
に
お
い
て
導
流
堤
先
端

の
ブ
ロ
ッ
ク
の
移
設
工
事
が
完
了
し
、河
床
復

元
工
事
に
つ
い
て
も
、国
土
交
通
省
の
河
川
掘

削
に
伴
う
残
土
の
協
力
も
受
け
、本
年
度
末
の

完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

　

横
瀬
川
ダ
ム
建
設
事
業
は
、
１
月
25
日
、
国

土
交
通
省
に
お
い
て
建
設
継
続
が
決
定
さ
れ

た
。

水
道
、
公
共
下
水
道
事
業
に
よ
る
防
災
力

の
強
化

　

上
水
道
に
つ
い
て
は
、震
災
対
策
に
重
点
を

置
き
、老
朽
管
を
耐
震
管
に
敷
設
替
え
す
る
と

と
も
に
、震
災
時
の
飲
料
水
の
確
保
を
目
的
と

し
た
耐
震
性
貯
水
槽
の
設
置
に
取
り
組
む
。
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西
土
佐
総
合
支
所
と
消
防
分
署
の
建
設

　

既
存
施
設
の
解
体
工
事
は
完
了
。引
き
続
き
、本

年
７
月
頃
を
目
途
に
建
設
地
の
整
備
を
進
め
る
。

現
総
合
支
所
を
残
し
た
ま
ま
、新
総
合
支
所
庁
舎

棟
や
消
防
訓
練
塔
を
建
設
し
、そ
の
後
現
総
合
支

所
を
解
体
し
消
防
分
署
庁
舎
棟
を
建
設
す
る
計

画
で
、平
成
26
年
度
の
下
半
期
の
完
成
を
目
指
す
。

学
校
教
育
施
設
の
耐
震
化
と
整
備

　

中
村
小
学
校
改
築
事
業
は
、11
月
頃
に
は
全
て

の
工
事
が
完
了
。校
舎
の
耐
震
化
は
来
年
度
の
西

土
佐
中
学
校
補
強
工
事
を
も
っ
て
完
了
。引
き
続

き
、下
田
・
八
束
・
蕨
岡
中
学
校
の
体
育
館
改
築
工

事
に
着
手
す
る
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
　

　
　
　
　
　

―
環
境
・
基
盤
整
備

地
域
公
共
交
通

　

デ
マ
ン
ド
交
通(

ふ
れ
愛
号
、
ふ
れ
愛
タ
ク

シ
ー
）
は
、
西
土
佐
地
域
、
後
川
地
区
の
一
部
、
富

山
・
蕨
岡
両
地
区
で
の
実
証
運
行
を
踏
ま
え
、
本

年
４
月
か
ら
本
格
運
行
に
移
行
し
た
い
。西
南
交

通
が
運
行
す
る
生
活
路
線
バ
ス
等
で
は
、口
屋
内

線
の
一
本
化
を
は
じ
め
、下
田
線
の
日
祝
日
の
双

海
・
平
野
循
環
便
を
増
や
す
こ
と
や
、
中
村
ま
ち

バ
ス
の
一
日
の
運
行
時
間
を
７
時
間
か
ら
８
・
５

時
間
に
拡
大
す
る
な
ど
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
一
方
、利
用
者
が
極
端
に
少
な
い
路
線
廃
止
や

下
田
線
の
朝
・
夕
の
一
部
時
間
帯
の
運
行
距
離
の

短
縮
な
ど
の
見
直
し
も
行
う
予
定
。
今
後
は
、
八

束
地
区
の
交
通
空
白
地
域
の
解
消
な
ど
、交
通
弱

者
の
移
動
手
段
の
確
保
を
図
る
。

ご
み
減
量
・
資
源
化
対
策

　

市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
基
づ
き

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、対
前
年
12
月
末
現

在
、ご
み
排
出
量
は
約
９
６
４
０
ト
ン
で
１
４

０
ト
ン
程
度
が
減
少
し
、一
方
リ
サ
イ
ク
ル
率

は
10
・
15
％
と
ほ
ぼ
同
率
で
推
移
し
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　

昨
年
度
の
西
土
佐
小
学
校
に
続
き
、本
年
度
、

中
村
小
学
校
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
た
ほ
か
、建
設
予
定
の
西
土
佐
総
合
支
所

に
も
計
画
し
て
い
る
。

高
齢
者
免
許
返
納
サ
ポ
ー
ト

　

運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
際
、運
転
免
許
経

歴
証
明
書
を
サ
ポ
ー
ト
協
力
店
で
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、様
々
な
割
引
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　

―
雇
用
・
産
業
振
興

中
心
市
街
地
活
性
化

　

天
神
橋
商
店
街
は
、テ
レ
ビ
ド
ラ
マ「
遅
咲
き

の
ヒ
マ
ワ
リ
」の
中
で「
四
万
十
の
新
宿
」と
呼

ば
れ
、商
店
街
の
再
生
に
向
け
て
奔
走
す
る
若

者
も
描
か
れ
た
。ま
ち
な
か
へ
の「
回
遊
性
」の

確
保
・
復
元
に
つ
い
て
は
、市
有
地
と
な
っ
た
旧

土
豫
銀
行
跡
地
を
、周
辺（
天
神
橋
、愛
宕
町
）を

含
め
て
再
開
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、新
し
い
街

並
み
を
つ
く
り
、そ
の
中
核
に
、ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
、

小
ホ
ー
ル
、展
示
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
機
能
を
あ

わ
せ
て
も
つ
施
設
を
置
く
こ
と
で
解
決
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

天
神
橋
商
店
街
で
は
、ド
ラ
マ
ブ
ー
ム
を
受

け
て
、「
ひ
ま
わ
り
応
援
隊
」
を
つ
く
り
、
ロ
ケ

地
マ
ッ
プ
の
作
成
の
ほ
か
、ア
ー
ケ
ー
ド
内
を

ヒ
マ
ワ
リ
デ
ザ
イ
ン
で
統
一
す
る
な
ど
商
店

街
活
性
化
に
向
け
た
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る

の
で
、こ
う
し
た
市
街
地
再
開
発
の
方
向
性
に

つ
い
て
、地
元
地
区
や
商
店
街
等
と
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

「
ひ
ま
わ
り
応
援
隊
」
が
始
め
た
ド
ラ
マ
の

続
編
制
作
要
望
の
署
名
活
動
に
は
ド
ラ
マ
支

援
委
員
会（
事
務
局
・
市
観
光
課
）も
今
後
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

幡
多
地
域
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

高
知
自
動
車
道
の
延
伸
に
伴
う
幡
多
地
域

へ
の
誘
客
を
促
進
す
る
手
立
て
と
し
て
、県
と

幡
多
６
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
、７
月
か
ら

12
月
ま
で
、観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
。

西
土
佐
道
の
駅
の
整
備

　

施
設
は
、現
在
の「
ふ
る
さ
と
市
」を
拡
充
す

る
形
で
消
防
分
署
跡
地
と
そ
の
周
辺
を
含
め
た

位
置
に
整
備
す
る
計
画
で
、道
の
駅
の
機
能
と

し
て
は
、①
地
域
の
野
菜
や
加
工
品
の
直
売
、②

地
域
内
の
公
共
施
設
等
へ
食
材
供
給
を
行
う
地

産
地
消
の
拠
点
、③
県
内
外
へ
外
販
活
動
を
行

う
地
産
外
商
の
拠
点
、④
西
土
佐
の
施
設
な
ら

で
は
の「
目
玉
」と
し
て「
四
万
十
川
あ
ゆ
市
場
」

の
開
設
、⑤
地
域
の
商
店
や
イ
ベ
ン
ト
と
の
連

携
を
図
る
地
域
活
性
化
の
拠
点
、⑥
大
震
災
を

想
定
し
た
防
災
の
拠
点
、な
ど
を
柱
と
し
て
検

討
し
て
い
る
。
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平
成
27
年
度
中
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
、地

域
施
設
へ
の
食
材
供
給
や
外
販
活
動
の
機
能
強
化

な
ど
、開
設
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

農
業
振
興

　

地
域
農
業
の
維
持
発
展
に
は
新
規
就
農
者
の

確
保
が
重
要
な
課
題
。四
万
十
農
園
と
西
土
佐
農

業
公
社
で
研
修
生
９
人
を
受
入
れ
る
ほ
か
、実
践

農
家
で
の
研
修
を
通
じ
て
７
人
の
農
業
後
継
者

を
育
成
。

　

集
落
営
農
の
推
進
は
、来
年
度
は
４
組
織
が
実

施
す
る
コ
ン
バ
イ
ン
、
乾
燥
機
、
籾
摺
り
機
な
ど

の
農
業
用
機
械
導
入
の
補
助
を
計
画
。農
地
の
基

盤
整
備
は
、入
田
地
区
で
は
事
業
計
画
が
決
定
さ

れ
、平
成
29
年
度
完
成
に
向
け
来
年
度
か
ら
事
業

に
着
手
す
る
。
ま
た
、
利
岡
地
区
と
三
里
地
区
で

は
、
計
画
概
要
書
の
作
成
が
完
了
し
、
早
期
に
事

業
着
手
で
き
る
よ
う
地
元
や
関
係
機
関
と
調
整

し
て
い
く
。

　

平
成
27
年
度
中
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
、地

域
施
設
へ
の
食
材
供
給
や
外
販
活
動
の
機
能
強
化

な
ど
、開
設
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

農
業
振
興

　

地
域
農
業
の
維
持
発
展
に
は
新
規
就
農
者
の

確
保
が
重
要
な
課
題
。四
万
十
農
園
と
西
土
佐
農

業
公
社
で
研
修
生
９
人
を
受
入
れ
る
ほ
か
、実
践

農
家
で
の
研
修
を
通
じ
て
７
人
の
農
業
後
継
者

を
育
成
。

　

集
落
営
農
の
推
進
は
、来
年
度
は
４
組
織
が
実

施
す
る
コ
ン
バ
イ
ン
、
乾
燥
機
、
籾
摺
り
機
な
ど

の
農
業
用
機
械
導
入
の
補
助
を
計
画
。農
地
の
基

盤
整
備
は
、入
田
地
区
で
は
事
業
計
画
が
決
定
さ

れ
、平
成
29
年
度
完
成
に
向
け
来
年
度
か
ら
事
業

に
着
手
す
る
。
ま
た
、
利
岡
地
区
と
三
里
地
区
で

は
、
計
画
概
要
書
の
作
成
が
完
了
し
、
早
期
に
事

業
着
手
で
き
る
よ
う
地
元
や
関
係
機
関
と
調
整

し
て
い
く
。

林
業
振
興

　

四
万
十
市
産
材
利
用
促
進
事
業
を
平
成
23
度

か
ら
２
か
年
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
が
、25

年
度
は
こ
の
制
度
に
加
え
て
、住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
に
対
し
て
も
補
助
を
行
な
う
方
向
で
検
討
を

し
て
い
る
。

内
水
面
漁
業
振
興

　

高
知
大
学
連
携
事
業
で
は
、今
後
も
河
川
環

境
調
査
と
ノ
リ
の
生
長
環
境
を
人
工
的
に
整
え

る
河
川
生
育
試
験
等
を
組
み
合
わ
せ
る
中
で
、

汽
水
域
で
起
こ
る
様
々
な
環
境
変
化
を
調
査
し

て
い
く
と
同
時
に
生
産
量
の
向
上
に
つ
な
が
る

手
立
て
を
探
っ
て
い
く
。

雇
用
対
策
事
業
の
継
続

　

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業
を
活

用
し
、
31
事
業
、
約
１
億
６
千
万
円
の
事
業
規

模
で
、
新
規
雇
用
失
業
者
52
名
の
雇
用
を
計

画
。
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
「
起
業
支
援
型

地
域
雇
用
創
造
事
業
」
を
今
議
会
に
提
案
。

　

ま
た
、
継
続
的
な
雇
用
創
出
を
図
る
も
の

と
し
て
、
高
知
県
産
業
振
興
推
進
ふ
る
さ
と

雇
用
事
業
を
活
用
し
、
14
事
業
、
約
１
億
３
７

０
０
万
円
の
規
模
で
、
新
規
雇
用
失
業
者
29

名
の
雇
用
を
計
画
し
て
い
る
。

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
　

　
　
　
　
　

―
保
健
・
医
療
・
福
祉

市
民
病
院

　

昨
年
度
と
比
べ
約
９
４
０
０
万
円
の
大
幅
な

収
支
改
善
。医
業
収
益
が
約
20
億
１
１
０
０
万

林
業
振
興

　

四
万
十
市
産
材
利
用
促
進
事
業
を
平
成
23
度

か
ら
２
か
年
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
が
、25

年
度
は
こ
の
制
度
に
加
え
て
、住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
に
対
し
て
も
補
助
を
行
な
う
方
向
で
検
討
を

し
て
い
る
。

内
水
面
漁
業
振
興

　

高
知
大
学
連
携
事
業
で
は
、今
後
も
河
川
環

境
調
査
と
ノ
リ
の
生
長
環
境
を
人
工
的
に
整
え

る
河
川
生
育
試
験
等
を
組
み
合
わ
せ
る
中
で
、

汽
水
域
で
起
こ
る
様
々
な
環
境
変
化
を
調
査
し

て
い
く
と
同
時
に
生
産
量
の
向
上
に
つ
な
が
る

手
立
て
を
探
っ
て
い
く
。

雇
用
対
策
事
業
の
継
続

　

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業
を
活

用
し
、
31
事
業
、
約
１
億
６
千
万
円
の
事
業
規

模
で
、
新
規
雇
用
失
業
者
52
名
の
雇
用
を
計

画
。
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
「
起
業
支
援
型

地
域
雇
用
創
造
事
業
」
を
今
議
会
に
提
案
。

　

ま
た
、
継
続
的
な
雇
用
創
出
を
図
る
も
の

と
し
て
、
高
知
県
産
業
振
興
推
進
ふ
る
さ
と

雇
用
事
業
を
活
用
し
、
14
事
業
、
約
１
億
３
７

０
０
万
円
の
規
模
で
、
新
規
雇
用
失
業
者
29

名
の
雇
用
を
計
画
し
て
い
る
。

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
　

　
　
　
　
　

―
保
健
・
医
療
・
福
祉

市
民
病
院

　

昨
年
度
と
比
べ
約
９
４
０
０
万
円
の
大
幅
な

収
支
改
善
。医
業
収
益
が
約
20
億
１
１
０
０
万

円
の
見
込
み
で
、昨
年
度
に
比
べ
る
と
約
１
億

４
３
０
０
万
円
の
増
収
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
収
支
の
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

昨
年
４
月
に
内
科
医
師
１
名
、９
月
に
は
泌
尿

器
科
医
師
１
名
の
招
聘
に
よ
り
患
者
数
が
増
え

た
こ
と
が
大
き
い
。さ
ら
に
、こ
の
度
、自
治
医

科
大
学
出
身
の
内
科
医
師（
40
歳
）が
４
月
か
ら

着
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
れ
で
常
勤
医
師

数
は
11
名
と
な
る
。ま
た
、「
市
民
病
院
経
営
健

全
化
計
画
」を
、来
年
度
か
ら
の
３
か
年
計
画
と

し
て
現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
。

四
万
十
市
急
患
セ
ン
タ
ー

　

幡
多
地
域
お
け
る
救
急
医
療
は
、夜
間
外
来
受
診

は
、幡
多
け
ん
み
ん
病
院
へ
集
中
す
る
傾
向
が
大
き

く
な
っ
て
お
り
、同
病
院
の
二
次
救
急
医
療
体
制
維

持
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

幡
多
医
師
会
、薬
剤
師
会
、幡
多
福
祉
保
健
所
、市

民
病
院
、幡
多
中
央
消
防
組
合
、黒
潮
町
関
係
機
関

の
代
表
者
が
参
加
す
る
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、な
る

べ
く
早
い
時
期
に
四
万
十
市
に
急
患
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
で
意
見
集
約
を

行
っ
て
い
る
。

健
康
福
祉
地
域
推
進
事
業

　

現
時
点
で
、す
で
に
87
地
区
に
お
い
て
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。来
年
度
は
、未
設
置
地

区
に
対
し
て
も
、社
会
福
祉
協
議
会
等
の
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、事
業
実
施
に

つ
な
が
る
よ
う
積
極
的
な
呼
び
か
け
に
努
め
る
。

活
き
活
き
訪
問
健
診
・
健
康
相
談
事
業

　

昨
年
８
月
か
ら
予
防
医
学
に
携
わ
る
市
民
病

院
と
健
康
増
進
対
策
を
促
進
す
る
保
健
介
護
課

が
連
携
し
、医
師
に
よ
る
問
診
や
健
康
相
談
を

行
っ
て
い
る
。２
月
末
現
在
、23
地
区
で
40
歳
か

ら
95
歳
ま
で
の
方
々
３
１
４
名（
平
均
76
歳
）が

参
加
。来
年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
。

歯
科
口
腔
保
健
事
業

　

昨
年
度
、本
年
度
の
２
か
年
に
わ
た
り
、歯
科

医
師
会
、歯
科
衛
生
士
会
と
連
携
し「
高
齢
者
在

宅
口
腔
ケ
ア
事
業
」を
実
施
し
て
お
り
、今
後
は
、

青
年
、壮
年
期
へ
の
口
腔
検
診
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、む
し
歯
や
歯
周
病
の
早
期
発
見
、早
期
治

療
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
、
生
涯
に
わ
た
り
、

元
気
で
食
べ
、明
る
く
話
し
合
え
る
歯
と
口
の

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

高
齢
者
福
祉

　

「
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
５
期
介
護
保
険
事
業

計
画
」
に
基
づ
き
、
来
年
度
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

市民病院 健康フェア

市街地再開発（愛宕町、中劇跡地）

平
成
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年
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の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
整
備
促
進
に
対
す
る
支
援
を
行

う
。

心
の
健
康
相
談
セ
ン
タ
ー

　

昨
年
度
、「
心
の
健
康
」の
総
合
的
な
窓
口
を
福

祉
事
務
所
内
に
置
き
、従
来
の
統
合
失
調
症
を
中

心
と
し
た
精
神
障
害
だ
け
で
は
な
く
、
発
達
障

害
、う
つ
、ひ
き
こ
も
り
等
幅
広
く
対
象
と
し
、相

談
・
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
来
年
度

か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
拡
充
さ
せ
る
た
め
、

福
祉
事
務
所
内
に
「
心
の
健
康
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
設
け
る
。

絆
を
結
ぶ
ま
ち
づ
く
り

―
対
話
と
協
調
　

の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
整
備
促
進
に
対
す
る
支
援
を
行

う
。

心
の
健
康
相
談
セ
ン
タ
ー

　

昨
年
度
、「
心
の
健
康
」の
総
合
的
な
窓
口
を
福

祉
事
務
所
内
に
置
き
、従
来
の
統
合
失
調
症
を
中

心
と
し
た
精
神
障
害
だ
け
で
は
な
く
、
発
達
障

害
、う
つ
、ひ
き
こ
も
り
等
幅
広
く
対
象
と
し
、相

談
・
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
来
年
度

か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
拡
充
さ
せ
る
た
め
、

福
祉
事
務
所
内
に
「
心
の
健
康
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
設
け
る
。

絆
を
結
ぶ
ま
ち
づ
く
り

―
対
話
と
協
調
　

区
長
会
の
統
合

　

中
村
地
域
と
西
土
佐
地
域
の
区
長
会
が
２

月
21
日
に
統
合
、正
式
に「
四
万
十
市
区
長
会
」

が
設
立
し
た
。

移
住
支
援

　

平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
に
お
い
て
、
お
世

話
を
し
た
実
績
は
、
24
件
、
59
名
。
本
年
度
は
、

２
月
末
現
在
、37
件
の
相
談
を
受
け
、８
件
、15

名
の
移
住
支
援
に
成
功
。

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
　

　

大
宮
地
区
で
は
４
月
に
セ
ン
タ
ー
の
設
立

を
予
定
。複
数
の
集
落
が
連
携
す
る
支
え
合
い

の
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、本
市
と
し
て
初
の

ケ
ー
ス
と
な
る
。
中
組
、
口
屋
内
集
落
で
も
地

域
集
落
再
生
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。こ
う

し
た
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
も
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
今
年
度
に
続
き
、来
年

度
も
同
数
の
３
名
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
、応

募
受
付
を
終
え
、現
在
選
考
中
。

総
合
計
画
策
定

　

来
年
度
は
、
計
画
策
定
方
針
や
策
定
体
制
等

の
準
備
を
整
え
、
６
月
頃
か
ら
本
格
的
に
策
定

業
務
を
は
じ
め
、26
年
度
中
の
策
定
を
目
指
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
、応
援
団

　

平
成
20
年
10
月
に
制
度
を
開
始
し
て
以
来
、

累
計
で
６
２
５
件
、
１
６
０
０
万
円
余
り
。
特

に
本
年
度
は
、
２
月
末
日
現
在
で
４
３
３
件
、

６
７
８
万
５
千
円
と
、前
年
度
ま
で
と
比
較
し

区
長
会
の
統
合

　

中
村
地
域
と
西
土
佐
地
域
の
区
長
会
が
２

月
21
日
に
統
合
、正
式
に「
四
万
十
市
区
長
会
」

が
設
立
し
た
。

移
住
支
援

　

平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
に
お
い
て
、
お
世

話
を
し
た
実
績
は
、
24
件
、
59
名
。
本
年
度
は
、

２
月
末
現
在
、37
件
の
相
談
を
受
け
、８
件
、15

名
の
移
住
支
援
に
成
功
。

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
　

　

大
宮
地
区
で
は
４
月
に
セ
ン
タ
ー
の
設
立

を
予
定
。複
数
の
集
落
が
連
携
す
る
支
え
合
い

の
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、本
市
と
し
て
初
の

ケ
ー
ス
と
な
る
。
中
組
、
口
屋
内
集
落
で
も
地

域
集
落
再
生
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。こ
う

し
た
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
も
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
今
年
度
に
続
き
、来
年

度
も
同
数
の
３
名
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
、応

募
受
付
を
終
え
、現
在
選
考
中
。

総
合
計
画
策
定

　

来
年
度
は
、
計
画
策
定
方
針
や
策
定
体
制
等

の
準
備
を
整
え
、
６
月
頃
か
ら
本
格
的
に
策
定

業
務
を
は
じ
め
、26
年
度
中
の
策
定
を
目
指
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
、応
援
団

　

平
成
20
年
10
月
に
制
度
を
開
始
し
て
以
来
、

累
計
で
６
２
５
件
、
１
６
０
０
万
円
余
り
。
特

に
本
年
度
は
、
２
月
末
日
現
在
で
４
３
３
件
、

６
７
８
万
５
千
円
と
、前
年
度
ま
で
と
比
較
し

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
３
月
１
日
現
在
、
ふ

る
さ
と
応
援
団
員
１
２
７
０
人
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク「
い
い
ね
」（
友
達
）が
７
８
０
人
。今
後

も
「
ふ
る
さ
と
」
を
応
援
す
る
輪
が
さ
ら
に
広

が
る
よ
う
、
と
も
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
。

誇
り
を
も
っ
た
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

―
歴
史
・
文
化
・
教
育

文
化
セ
ン
タ
ー
建
設

　

平
成
24
年
度
か
ら
は
、市
内
各
層
に
参
加
を

い
た
だ
い
て
「
文
化
の
入
れ
も
の
研
究
会
」
を

立
ち
上
げ
、本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
施
設
と

は
ど
の
よ
う
な
機
能
や
役
割
を
持
つ
べ
き
か

等
に
つ
い
て
議
論
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

近
い
将
来
の
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
つ

な
げ
る
た
め
に
も
、ま
ず
建
設
資
金
の
確
保
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
来
年
度
か
ら
文
化
セ
ン

タ
ー
建
設
基
金
の
造
成
に
着
手
を
す
る
。

武
道
館
建
設

　

今
月
中
に
実
施
設
計
が
完
成
。来
年
度
は
引

き
続
き
本
体
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
、年

度
内
に
完
成
す
る
。

新
・
し
ま
ん
と
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

　

20
年
度
か
ら
10
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、
各

種
施
策
を
計
画
的
に
推
進
し
て
き
た
が
、５
年

が
経
過
し
た
の
で
、見
直
し
作
業
を
進
め
て
い

る
。

行
政
改
革
推
進

　

26
年
度
に
は
新
た
な
行
政
改
革
の
大
綱
及

び
推
進
計
画
を
策
定
し
た
い
の
で
、附
属
機
関

の
設
置
議
案
を
本
議
会
に
提
案
し
て
い
る
。

市
役
所
駐
車
場
24
時
間
開
放

　

昨
年
12
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の
間
、

試
行
的
に
24
時
間
開
放
を
行
っ
て
い
る
が
、特

段
問
題
が
無
け
れ
ば
、４
月
か
ら
本
実
施
に
移

行
し
た
い
。

市
長
等
の
退
職
手
当
減
額

　

昨
年
11
月
に
、国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、今
年
度
か
ら
国
家
公
務
員

の
退
職
手
当
を
段
階
的
に
減
額
し
、平
成
27
年

１
月
以
降
は
、支
給
水
準
を
約
15
％
削
減
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
で
、市
長
・
副
市
長
・
教

育
長
の
退
職
手
当
を
職
員
に
先
ん
じ
て
、同
率

を
減
額
す
る
。

行
政
改
革
推
進

　

26
年
度
に
は
新
た
な
行
政
改
革
の
大
綱
及

び
推
進
計
画
を
策
定
し
た
い
の
で
、附
属
機
関

の
設
置
議
案
を
本
議
会
に
提
案
し
て
い
る
。

市
役
所
駐
車
場
24
時
間
開
放

　

昨
年
12
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の
間
、

試
行
的
に
24
時
間
開
放
を
行
っ
て
い
る
が
、特

段
問
題
が
無
け
れ
ば
、４
月
か
ら
本
実
施
に
移

行
し
た
い
。

市
長
等
の
退
職
手
当
減
額

　

昨
年
11
月
に
、国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、今
年
度
か
ら
国
家
公
務
員

の
退
職
手
当
を
段
階
的
に
減
額
し
、平
成
27
年

１
月
以
降
は
、支
給
水
準
を
約
15
％
削
減
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
で
、市
長
・
副
市
長
・
教

育
長
の
退
職
手
当
を
職
員
に
先
ん
じ
て
、同
率

を
減
額
す
る
。

文化センター建設事業

地域おこし協力隊

平
成
25
年
4
月
号
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区　　　　　分
平成25年度
予　算　額

伸率
（％）

■
概
要

　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
は
、
５
月
が
市
長
改
選
期
と
な
る
の
で
、「
骨

格
予
算
」
と
し
て
編
成
す
る
一
方
で
、「
安
心
、
安
全
、
支
え
合
い
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
雇
用
や
防
災
対
策
な
ど
緊
急
性
・
重
要
性
の
高

い
事
業
の
予
算
化
や
、
こ
れ
ま
で
の
継
続
性
を
図
り
な
が
ら
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、国
の
補
正
予
算
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、平
成
25
年
度
以

降
実
施
を
予
定
し
て
い
た
事
業
を
可
能
な
限
り
平
成
24
年
度
３
月
補
正

予
算（
28
億
３
６
１
１
万
円
）に
前
倒
し
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
地
震
・
防
災
対
策
関
連
事
業
は
、
平
成
24
年
度
３
月
補
正

予
算
前
倒
し
分
も
含
め
て
約
35
億
円
の
予
算
を
計
上
し
、
地
域
防
災
力

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

■
一
般
会
計

　

一
般
会
計
は
、
前
年
度
比
２
・
５
％
減
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、平
成
24
年
度
３
月
補
正
予

算
へ
の
前
倒
し
分
を
加
え
た
実
質
で
は
13
・

９
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
も
、
地
震
津
波
対
策
、
防
災

行
政
無
線
整
備
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
、
道
路

整
備
な
ど
防
災
関
連
事
業
の
前
倒
し
分
を
加

え
る
と
、
実
質
的
に
は
１
６
５
・
１
％
の
大
幅

な
増
と
な
り
、事
業
量
の
確
保
に
よ
り
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

四万十市平成25年度当初予算
総額299億円

安心・安全・支え合い

国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定

国民健康保険診療施設勘定

奥屋内へき地出張診療所

後 期 高 齢 者 医 療

下 水 道 事 業

と 畜 場

幡多公設地方卸売市場事業

住宅新築資金等貸付事業

鉄 道 経 営 助 成 基 金

農 業 集 落 排 水 事 業

幡多中央介護認定審査会

介 護 保 険 保 険 事 業 勘 定

園 芸 作 物 価 格 安 定 事 業

簡 易 水 道 事 業

水 道 事 業

病 院 事 業

一 般 会 計

合計 (各会計間の重複額除く )

185億6,600万円

104億9,370万円

43億8,129万円

3億1,724万円

543万円

4億8,349万円

6億8,153万円

2億3,307万円

547万円

104万円

4億　 22万円

4,877万円

672万円

35億9,551万円

2,810万円

3億  582万円

27億9,374万円

6億4,909万円

21億4,465万円

298億6,505万円

△ 2.5

△ 0.7

2.7

8.4

△ 20.1

0.3

△ 25.7

△ 23.0

△ 71.8

△ 8.4

24.3

1.4

△ 1.4

8.5

0.0

△ 45.1

△ 9.5

△ 8.4

△ 9.8

△ 3.0

特 　 別 　 会 　 計（ 1 4 会 計 ）

企 　 業 　 会 　 計（ 2 会 計 ）

【一般会計歳入】

繰入金
3億104万円
1.6％

歳　入
歳　出

（目的別）

市　税
34億9,480万5千円

18.8％

市　税
34億9,480万5千円

18.8％

自主財源
47億2万3千円
25.3％

自主財源
47億2万3千円
25.3％

依存財源
138億6,597万7千円

74.7％

依存財源
138億6,597万7千円

74.7％

その他
9億417万8千円

4.9％

その他
9億417万8千円

4.9％

地方交付税
80億5,419万6千円

43.4％

地方交付税
80億5,419万6千円

43.4％

国・県支出金
34億2,985万9千円

18.5％

国・県支出金
34億2,985万9千円

18.5％

市　債
17億2,580万円

9.3％

市　債
17億2,580万円

9.3％

その他
6億5,612万2千円

3.5％

その他
6億5,612万2千円

3.5％

【一般会計歳出（目的別）】

総務費
28億9,445万1千円

15.6％

総務費
28億9,445万1千円

15.6％

民生費
64億1,132万3千円

34.5％

民生費
64億1,132万3千円

34.5％

衛生費
20億3,979万7千円

11.0％

衛生費
20億3,979万7千円

11.0％農林水産業費
6億5,890万6千円

3.6％

商工費
4億9,016万5千円

2.6％

土木費
8億4,420万8千円

4.5％

消防費
7億3,544万6千円

4.0％

議会費ほか
2億1,038万9千円

1.1％

災害復旧費
1億5,363万円
0.8％

教育費
13億7,020万3千円

7.4％

教育費
13億7,020万3千円

7.4％

公債費
27億5,748万2千円

14.9％

公債費
27億5,748万2千円

14.9％

（参考）平成24年度3月補正予算 28億3611万円（前年同期比1.75倍）
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武道館建設予定地（安並プール跡）

南海地震（昭和21年）

※
 

新 

は
今
年
度
新
規
の
事
業

※
 

補 
は
平
成
24
年
度
３
月
補
正
前
倒
し
分

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り―

地
域
防
災

地
震
津
波
対
策
事
業【
９
１
２
０
万
１
千
円
】

　

防
災
拠
点
基
地
整
備
や
津
波
避
難
計
画
の
作

成
な
ど
、地
震
・
津
波
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
対

策
。

地
域
防
災
計
画
改
訂【
１
０
９
２
万
円
】

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
想
定
を
受
け
、
地

域
防
災
計
画
の
改
訂
。

消
防
団
員
報
酬【
２
２
８
９
万
２
千
円
】

　

報
酬
額
の
引
上
げ
を
実
施
。

補 

地
震
津
波
対
策
事
業【
４
億
７
４
５
０
万
円
】

　

津
波
避
難
路
の
整
備
、耐
震
性
貯
水
槽
、防
災

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整
備
。

補 

防
災
行
政
無
線
整
備【
２
億
円
】

　

地
域
住
民
へ
迅
速
に
災
害
情
報
等
を
伝
達

し
、
円
滑
な
避
難
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
す
る

対
策
。

補 

住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀

耐
震
対
策
助
成
事
業【
５
１
９
８
万
円
】

　

木
造
耐
震
診
断
を
県
下
で
初
め
て
無
償
化
。

補 

学
校
施
設
耐
震
化
事
業

【
９
億
４
８
５
０
万
４
千
円
】 　

下
田
、
八
束
、
蕨
岡
中
学
校
の
体
育
館
改
築
。

下
田
、
竹
島
小
学
校
、
下
田
、
西
土
佐
中
学
校
の

ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
対
策
工
事
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り―

環
境
・
基
盤
整
備

ふ
る
さ
と
暮
ら
し
支
援
事
業【
２
４
５
０
万
円
】

　

地
域
の
活
性
化
と
住
み
よ
い
環
境
整
備
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
が
実
施
す
る
集
会
所

や
生
活
道
、農
林
道
整
備
等
に
対
し
て
助
成
。

デ
マ
ン
ド
交
通
運
行【
４
０
６
５
万
６
千
円
】

　

西
土
佐
地
域
と
後
川
地
区
の
一
部
、富
山
・
蕨

岡
地
区
で
の
実
証
運
行
を
踏
ま
え
、
４
月
よ
り

本
格
運
行
に
移
行
。

新 

高
齢
者
免
許
返
納
サ
ポ
ー
ト
制
度【
10
万
円
】

　

交
通
事
故
の
抑
制
の
た
め
、
運
転
経
歴
証
明

書
の
交
付
手
数
料
の
助
成
を
行
い
、
高
齢
者
の

運
転
免
許
証
返
納
制
度
の
利
用
促
進
を
図
る
。

総
合
支
所
・
消
防
分
署
庁
舎
建
設
事
業

【
６
億
９
７
２
６
万
７
千
円
】

　

防
災
拠
点
と
し
て
、
ま
た
市
民
が
気
軽
に
訪

れ
ら
れ
る
よ
う
な
庁
舎
を
建
設
。

補 

道
路
整
備（
防
災
・
安
全
社
会
資
本
整
備
交
付

金
事
業
）
　

【
２
億
５
６
４
６
万
９
千
円
】

　

市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、市
道

改
良
に
加
え
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
、
路
面
・
ト
ン

ネ
ル
・
附
属
物
等
の
点
検
調
査
を
行
う
。

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り―

雇
用
・
産
業
振
興

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業

【
31
事
業
　

１
億
６
４
５
５
万
５
千
円
】

　

短
期
間
の
雇
用
と
就
業
機
会
を
創
出
。
新
規

の
失
業
者
の
べ
52
人
雇
用
予
定
。

新 

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業
（
起
業

支
援
型
雇
用
創
造
）【
７
事
業
　

９
７
３
０
万
円
】

　

10
年
以
内
に
立
ち
上
げ
た
企
業
を
支
援
。
新

規
の
失
業
者
の
べ
21
人
雇
用
予
定
。

産
業
振
興
推
進
ふ
る
さ
と
雇
用
事
業

【
14
事
業
　

９
４
５
８
万
７
千
円
】

　

継
続
的
な
雇
用
創
出
を
支
援
。
新
規
の
失
業

者
の
べ
29
人
雇
用
予
定
。

道
の
駅
情
報
発
信
拠
点
施
設
整
備

【
１
億
５
１
５
６
万
１
千
円
】

　

西
土
佐
地
域
の
農
林
水
産
物
や
加
工
品
、
観

光
資
源
な
ど
の
地
域
資
源
の
販
売
、
情
報
発
信

の
拠
点
施
設
と
し
て
道
の
駅
を
整
備
。

「
遅
咲
き
の
ヒ
マ
ワ
リ
」活
用
事
業

【
３
０
７
万
２
千
円
】

　

ド
ラ
マ
効
果
を
観
光
や
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
る
。

新 

幡
多
地
域
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

【
２
０
０
０
万
円
】

　

県
と
幡
多
６
市
町
村
が
一
体
と
な
り
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
観
光
地
を
目
指
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
。

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

―

保
健
・
医
療
・
福
祉

健
康
・
福
祉
地
域
推
進
事
業【
３
７
４
３
万
円
】

　

地
域
づ
く
り
組
織
を
再
編
し
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
全
て
の
市
民
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
を
行
う
。

乳
幼
児
・
児
童
医
療
費
助
成
事
業

【
８
４
８
７
万
３
千
円
】

　

医
療
費
助
成
を
、
平
成
25
年
６
月
よ
り
小
学

校
卒
業
ま
で
拡
大
。

歯
科
口
腔
事
業【
４
９
７
万
２
千
円
】

　

口
腔
ケ
ア
事
業
に
加
え
、青
年
、壮
年
期
の
歯

周
病
検
診
を
実
施
し
、
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り

を
推
進
。

新 

活
き
活
き
訪
問
健
診
・
健
康
相
談

【
58
万
１
千
円
】

　

市
民
病
院
医
師
と
市
保
健
師
が
地
域
に
出
向
く
。

絆
を
結
ぶ
ま
ち
づ
く
り―

対
話
と
協
調

地
域
お
こ
し
協
力
隊【
１
９
７
２
万
７
千
円
】

　

隊
員
を
３
名
増
員
し
６
名
と
す
る
。

総
合
計
画
策
定【
３
１
５
万
円
】

　

平
成
24
年
度
の
市
民
意
識
調
査
・
基
礎
調
査

を
踏
ま
え
、本
格
的
な
策
定
業
務
に
着
手
。

新 

補 

過
疎
集
落
等
自
立
再
生
緊
急
対
策
事
業

【
５
０
０
０
万
円
】

　

大
宮
地
域
の
集
落
活
動
を
支
え
る
拠
点
施
設

の
整
備
、仕
組
み
づ
く
り
を
支
援
。

誇
り
を
も
っ
た
ま
ち
づ
く
り

―

歴
史
・
文
化
・
教
育

新 

文
化
施
設
建
設
基
金
積
立
金【
１
億
円
】

　

新
た
な
文
化
施
設
の
建
設
に
向
け
、
基
金
を

積
立
て
る
。

新 

図
書
館
西
土
佐
分
館
整
備

【
１
０
８
６
万
２
千
円
】

　

総
合
支
所
建
設
に
あ
わ
せ
て
図
書
館
西
土
佐

分
館
の
整
備
を
行
う
。

補 

中
村
小
学
校
改
築
事
業

【
３
億
８
７
８
７
万
４
千
円
】

　

体
育
館
、プ
ー
ル
の
改
築
、屋
外
環
境
整
備
。

補 

武
道
館
整
備
事
業【５

億
２
５
５
１
万
９
千
円
】

　

安
並
プ
ー
ル
撤
去
の
あ
と
、武
道
館
を
建
設
。

【問い合わせ先】（市）財政課 財政係　☎（34）1819

平
成
25
年
4
月
号

9



木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
が
無
償
に
な
り
ま
す

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
が
無
償
に
な
り
ま
す

　

市
で
は
、住
宅
の
耐
震
化
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
住
宅
は
昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
で
、構
造（
平
屋
、２
階
建
て
な
ど
）は

問
い
ま
せ
ん
。こ
の
事
業
は
、診
断
↓
設
計
↓
改
修（
工
事
）の
順
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
診
断
時
に
３
千
円
の
自
己
負
担
が
必
要
で
あ
っ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て
、県
下
で
初

め
て
無
償
化
し
、非
木
造
住
宅
の
診
断
補
助
金
に
つ
い
て
も
、３
千
円
引
上
げ
ま
す
。

　

南
海
地
震
に
備
え
て
耐
震
化
を
図
り
、「
住
宅
の
倒
壊
か
ら
命
を
守
る
」た
め
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※

「
一
応
安
全
な
レ
ベ
ル
」と
は
、耐
震
診
断
士
に
よ
る
精
密
診
断
法
や
構
造
設
計
一
級
建
築
士
等
の
診
断
に
よ

り
、安
全
性
が
　

確
認
さ
れ
る
も
の
で
す
。

募
集
開
始
　

４
月
24
日（
水
）

　

申
し
込
み
が
右
表
の
募
集
件
数
に
達
し
た
場
合
は
、募
集
を
終
了
し
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　

受
付
時
間
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】（
本
庁
）地
震
防
災
課
　

☎(

３
５
）２
０
４
４

住
宅
耐
震

診
断
費
補
助
事
業

住
宅
耐
震

設
計
費
補
助
事
業

住
宅
耐
震

改
修
費
補
助
事
業

木
造
50
件

非
木
造
10
件

木
造
35
件

非
木
造
５
件

木
造
35
件

非
木
造
５
件

概要募集件数 補助対象要件

　

表
紙
の
下
田
水
戸
津
波
避
難
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー（
３
月
10
日
完
成
）
と
併
せ
て
、
八

束
山
路
地
区
に
も
３
月
27
日
、津
波
避
難
タ
ワ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
タ
ワ
ー
は
周
辺
住
民
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
対
象
に
整
備
し
た
も
の
で
、

当
地
域
の
場
合
、
要
援
護
者
を
抱
え
る
な
ど
し
て
避
難
す
る
際
相
当
な
時
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、タ
ワ
ー
の
附
属
設
備
と
し
て
手
巻
式
ゴ
ン
ド
ラ
を
設
置
し
、エ
レ

ベ
ー
タ
ー
方
式
に
よ
り
一
気
に
上
昇
さ
せ
る
こ
と
で
避
難
時
間
の
短
縮
に
努
め
る

も
の
で
す
。ま
た
、タ
ワ
ー
の
屋
上
部
分
か
ら
裏
山
に
避
難
で
き
る
付
属
階
段
を
設

置
し
た
こ
と
で
、よ
り
上
に

避
難
で
き
る
構
造
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

水
戸
、
山
路
の
タ
ワ
ー

は
、い
ず
れ
も
県
下
で
初
め

て
の
構
造
で
す
。

　

両
地
区
は
、「
地
区
の
課

題
で
あ
っ
た
要
援
護
者
の

避
難
手
段
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
タ
ワ
ー
を
利
用
し

た
避
難
訓
練
も
行
っ
て
い

き
ま
す
。
」（
山
路
区
長
）
、

「
公
助（
行
政
の
取
り
組
み
）

の
次
は
自
助（
自
ら
を
守
る

取
り
組
み
）の
努
力
が
必
要

で
す
。自
分
た
ち
の
命
を
守

る
た
め
訓
練
な
ど
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。」（
水
戸
区

長
）
と
、
タ
ワ
ー
完
成
を
喜

ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
犠
牲
者
を
１
人

も
出
さ
な
い
た
め
、日
頃
か

ら
の
訓
練
が
大
切
で
す
。

水
戸
・
山
路
地
区

　

津
波
避
難
タ
ワ
ー
完
成

〜
県
内
初
の
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
化
・

　
　
　
　
　
　
　
　

ゴ
ン
ド
ラ
設
備
搭
載
〜

市
補
助
事
業
に
よ
る
耐
震
診
断
の
結

果
、「
倒
壊
の
可
能
性
が
あ
る
」
と
診

断
さ
れ
た
住
宅
を
「
一
応
安
全
な
レ

ベ
ル
」
に
す
る
耐
震
改
修
工
事
に
対

し
て
補
助
し
ま
す
。

耐
震
工
事
に
係
る
費
用
に
対
し
、
上

限
90
万
円
を
補
助

耐
震
設
計
に
係
る
費
用
の
２
／
３

（
上
限
20
万
円
）を
補
助

①
市
補
助
事
業
に
よ
る
耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
の
可
能
性
が
あ
る
」
と
診

　

断
さ
れ
た
住
宅

木
造…

全
額
補
助（
３
万
３
千
円
）

非
木
造…

上
限
３
万
３
千
円
補
助

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
着
工

　

さ
れ
た
住
宅

耐
震
改
修
工
事
に
取
り
掛
か
る
前
に

必
要
と
な
る
耐
震
改
修
設
計
費
（
精

密
診
断
や
設
計
書
作
成
な
ど
の
経

費
）の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

住
宅
の
地
震
に
対
す
る
耐
久
力
を
数

値
化
し
て
診
断
書
を
作
成
す
る
費
用

に
つ
い
て
補
助
し
ま
す
。

②
県
に
登
録
し
て
い
る
耐
震
診
断
士

　

が
診
断
を
行
う
こ
と
。

②
県
に
登
録
し
て
い
る
設
計
事
務
所

　

に
所
属
す
る
耐
震
診
断
士
が
耐
震

　

改
修
設
計
を
行
う
こ
と
。

③
耐
震
改
修
工
事
後
「
一
応
安
全
な

　

レ
ベ
ル
」
と
な
る
耐
震
改
修
設
計

　

で
あ
る
こ
と
。

②
県
に
登
録
し
て
い
る
工
務
店
が
耐
震

　

改
修
工
事
を
行
い
、住
宅
の
所
有
者
が

　

選
任
し
た
耐
震
診
断
士
が
耐
震
改
修

　

工
事
の
現
場
確
認
等
を
実
施
す
る
も

　

の
。

③
耐
震
改
修
工
事
後
「
一
応
安
全
な

　

レ
ベ
ル
」に
改
善
さ
れ
る
こ
と
。

八束山路 ゴンドラ設備搭載津波避難タワー
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西土佐総合支所等庁舎の建設進む！西土佐総合支所等庁舎の建設進む！

工
事
の
進
捗
状
況
　

　

西
土
佐
総
合
支
所
等
の
庁

舎
建
設
工
事
が
順
調
に
進
捗

し
、
２
月
中
旬
か
ら
敷
地
造

成
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

現
総
合
支
所
を
残
し
、業
務

を
続
け
な
が
ら
、公
民
館
や
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
造

成
し
て
い
る
も
の
で
、本
年
７

月
頃
を
目
処
に
工
事
を
進
め
、

造
成
工
事
が
完
了
次
第
、庁
舎

棟
の
建
設
に
着
手
す
る
計
画

で
す
。

　

工
事
期
間
中
、
ご
来
庁
者

の
皆
さ
ま
に
は
、
総
合
支
所

玄
関
横
の
駐
車
場
を
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
す
が
、
駐
車
台

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
満
車
の
場
合
に
は
恐
れ

入
り
ま
す
が
、「
お
多
福
工

房
」
前
や
「
横
山
精
肉
食
品
セ

ン
タ
ー
」
前
な
ど
の
市
営
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
工
事
期
間
中
は
、
周

辺
を
始
め
、
地
域
の
皆
さ
ま

に
何
か
と
ご
迷
惑
、
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
卒

ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

今
年
度
末
に
は
、
新
西
土

佐
総
合
支
所
庁
舎
で
の
業
務

が
開
始
で
き
る
よ
う
、
庁
舎

棟
の
建
設
を
進
め
ま
す
。

　

そ
の
後
、
引
き
続
い
て
、
旧

総
合
支
所
庁
舎
を
解
体
し
、

消
防
棟
の
建
設
に
着
手
し
ま

す
。

　

新
消
防
分
署
庁
舎
で
の
業

務
開
始
は
、
平
成
26
年
末
の

予
定
で
す
。

問い合わせ先　（総合支所）地域企画課 支所庁舎建設係　☎（52）1111

敷地造成工事

庁舎棟建築工事

既存(総合支所)解体

消防棟建築工事

H25.2月頃～7月頃H25.2月頃～7月頃

H25.7月頃～H26.1月頃

H26.3月頃～H26.4月頃

H25.2月頃～7月頃

H25.7月頃～H26.1月頃

H26.5月頃～H26.11月頃

H26.3月頃～H26.4月頃

25年度 26年度

　

「
星
空
の
街 

西
土
佐
」に
新
し
い
天
体
観
測
施
設
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
平
成
２

年
に
建
設
さ
れ
た
旧
施

設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新

た
に
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
観
測
室
の
拡
張
や
ス

リ
ッ
ト
（
屋
根
の
開
口

部
）
の
電
動
化
な
ど
、
旧

施
設
で
の
課
題
の
改
善

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
施
設
は
山
の

中
腹
部
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
駐
車
場
や

ト
イ
レ
設
備
が
な
い
な

ど
、
利
便
性
が
悪
く
施
設

の
有
効
活
用
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
新

施
設
は
誰
で
も
気
軽
に
観
測
が
で
き
る
よ
う
西
土
佐
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
の
裏
駐
車
場
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
新
規
購
入
済
み
の
天
体
望
遠
鏡
（
ア
メ
リ
カ
・

セ
レ
ス
ト
ロ
ン
社
製
36
㎝
レ
ン
ズ
）
の
設
置
を
行
い
、
４
月

末
か
ら
天
体
観
測
の
利
用
が
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
も
大
自
然
の
中
で
美
し
い
満

天
の
星
空
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
観
測
施
設
使
用
料

　

大
人：

５
０
０
円
　

中
学
生
以
下：

３
０
０
円

　

小
学
生
未
満：

無
料
　

　

※

要
予
約（
観
測
に
は
ガ
イ
ド
が
つ
き
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
・
使
用
予
約
先
】

　

（
市
）教
育
委
員
会 

西
土
佐
事
務
所

　
　

☎（
５
２
）１
１
１
０

西
土
佐 

天
体
観
測
施
設

新
築
移
転
完
了

西
土
佐 

天
体
観
測
施
設

新
築
移
転
完
了

西
土
佐 

天
体
観
測
施
設

新
築
移
転
完
了

西
土
佐 

天
体
観
測
施
設

新
築
移
転
完
了平

成
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◎
投
票
の
で
き
る
人

１
．
今
回
の
四
万
十
市
長
選
挙
の
選
挙
時
登
録
の

基
準
日
は
４
月
13
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

平
成
25
年
１
月
13
日
ま
で
に
四
万
十
市
に
転

入
届
を
し
て
、引
き
続
き
四
万
十
市
に
居
住
し

て
い
る
人
。

２
．平
成
５
年
４
月
22
日
ま
で
が
誕
生
日
の
人
。

◎
市
内
転
居
者
の
投
票
所

　

市
内
で
住
所
を
変
わ
り
、
平
成
25
年
４
月
５
日

以
降
に
転
居
届
を
さ
れ
た
人
は
、
前
の
住
所
の
投

票
所
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
期
日
前（
不
在
者
）投
票

１
．
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
っ
て
投
票
で
き
な
い

人
は
４
月
15
日
か
ら
４
月
20
日
ま
で
毎
日
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、四
万
十
市

庁
舎
１
階
会
議
室
１
０
１
及
び
四
万
十
市
西

土
佐
総
合
支
所
１
階
（
左
図
参
照
）
で
投
票
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
宣
誓
書
に
申
立
て
が
真

正
で
あ
る
こ
と
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
期
日
前
投
票
と
は：

投
票
当
日
の
投
票
所
の
よ
う
に

投
票
用
紙
を
そ
の
ま
ま
投
票
箱
に
投
函
で
き
る
投

票
で
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

２
．不
在
者
投
票
期
間
に
市
外
に
滞
在
し
て
市
外
の
市

町
村
選
管
で
投
票
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、

市
選
管
に
対
し
て
早
め
に
投
票
用
紙
等
の
請
求
は

で
き
ま
す
が
、
市
選
管
が
投
票
用
紙
等
を
発
送
す

る
日
は
４
月
13
日
か
ら
で
す
。

◎
郵
便
に
よ
る
在
宅
投
票
制
度

　

身
体
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持

者
、介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分

が
要
介
護
度
５
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
、

市
選
管
よ
り
郵
便
投
票
証
明
書
を
交
付
さ
れ
た
人

は
郵
便
に
よ
る
在
宅
投
票
が
で
き
ま
す
。ま
た
、身
体

障
害
者
手
帳
に
上
肢
又
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
１

級
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、肝
臓
の
障
害
の

程
度
が
１
級
か
ら
３
級
ま
で
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て

い
る
人
、戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
又
は
視
覚
の
障
害

の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
で
あ
る
と

記
載
さ
れ
て
い
る
人
、肝
臓
の
障
害
の
程
度
が
特
別

四万十市長選挙のお知らせ
投票日は４月２１日(日)です

項
症
か
ら
第
３
項
症
ま
で
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て

い
る
人
に
つ
い
て
は
、あ
ら
か
じ
め
市
選
管
に
届
け

出
た
代
理
記
載
人
に
よ
っ
て
代
理
投
票
に
よ
り
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

郵
便
投
票
の
で
き
る
人
は
、
投
票
日
の
４
日
前

（
４
月
17
日
）
ま
で
に
、
郵
便
投
票
証
明
書
を
同
封

し
市
選
管
に
投
票
用
紙
等
の
交
付
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
代
理
投
票

　

身
体
の
故
障
な
ど
で
字
の
書
け
な
い
人
も
投
票

日
に
投
票
所
に
い
け
ば
、
代
理
記
載
の
補
助
者
に

よ
っ
て
投
票
が
で
き
ま
す
。

◎
入
場
券

　

投
票
所
入
場
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
期
日
前
投

票
所
、当
日
の
投
票
所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。入

場
券
を
紛
失
ま
た
は
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
、

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
入
場
券

が
な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
。

◎
投
票
所
の
変
更

　

投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。今
回
、第
５
投

票
区
が
中
村
商
工
会
館
か
ら
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

に
第
10
投
票
区
が
市
立
竹
島
小
学
校
体
育
館
か
ら

竹
島
地
区
集
会
所
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

◆
不
明
な
点
は
四
万
十
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

お
よ
び
西
土
佐
総
合
支
所
地
域
企
画
課
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

　

（
本
　
　

庁
）選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

☎（
３
４
）１
７
８
４

　

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課

　
　

☎（
５
２
）１
１
１
１

期
日
前
投
票
所 

市役所期日前投票所 

地域包括
支援センター

総
合
案
内

正面玄関

会議室101 税務課・福祉事務所

会計課

玄　関

市民課・保健介護課

西土佐総合支所期日前投票所 

期
日
前
投
票
所 

玄関 

市民課分室 

会計課
分室

窓口 

トイレ 

平
成
25
年
4
月
号
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【サポート制度についての問い合わせ先】（市）環境生活課 市民生活係　☎（35）4147　FAX（34）7466

運転免許証の返納をお考えの方へ
～四万十市高齢者免許返納サポート制度スタート～

運転免許証の返納をお考えの方へ
～四万十市高齢者免許返納サポート制度スタート～

運転免許証の返納をお考えの方へ
～四万十市高齢者免許返納サポート制度スタート～
運転経歴証明書を提示するとさまざまな特典が受けられます。

－四万十市高齢者免許返納サポート制度とは－
■運転免許証を自主的に返納された65歳以上の高齢者（65歳未満でも病気等により自主的に返納した人を含
　む）の方に対する支援を行う制度です。（すでに返納されている方も対象です）
■サポートとは、協力店において、「運転経歴証明書」を提示する高齢者等に対し、商品の割引などの特典を提
　供していただくものです。　

－運転経歴証明書とは－
運転免許証を自主的に返納された方の申請により交付されるもので、返納した日から過去5年間の運転の経
歴等が表示されています。平成24年4月より公的な身分証明書として生涯利用できるようになりました。
※発行手数料として1,000円が必要ですが、平成25年4月1日以降に返納される方には市から補助があります。

４月１日以降に返納される方
中村警察署または運転免許センターで
運転免許証を自主返納（運転経歴証明書の交付申請）

交付された「運転経歴証明書」を持って
四万十市環境生活課で補助申請をしてください。
※印鑑・通帳（振込先口座のわかるもの）が必要
発行手数料1,000円を補助します。

商品の割引などの特典が受けられる

↓

↓

すでに返納されている方
平成24年４月以降発行の運転経歴証明書
をお持ちの方は、そのまま使用できます。
なお、運転経歴証明書の交付申請をされて
いない方は、自主返納した日から５年以内
であれば申請ができます。※発行手数料
1,000円が必要です。（補助はありません）

↓
協力店で「運転経歴証明書」を提示する

【問い合わせ先】　(市）総務課 防災対策係 ☎(３５)２０４４　／　四万十消防署　☎(３４)５８８１

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業（
地
域
防
災
組
織
育
成
事
業
イ
・
カ
）

を
活
用
し
、地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
消
防
団

に
装
備
の
拡
充
を
図
り
、将
来
の
地
域
防
災
を
担
う

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
消
防
防
災
実
践
活
動
と
し
て

必
要
な
資
機
材
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
四
万
十
市
消
防
団
・
下
田
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
で
は
、こ
れ
ら
の
資
機
材
を
活
用
し
て
地
域
の
安

心
・
安
全
に
繋
が
る
活
動
に
役
立
て
て
い
く
予
定
で

す
。

　

こ
の
事
業
は
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、地

域
文
化
の
振
興
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
支
援
な
ど
を

は
じ
め
、地
域
振
興
の
た
め

の
事
業
を
通
じ
て
、宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
の
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

　
　
　
　
　
　

資
機
材
購
入

四万十市消防団に整備した資機材

下田少年消防クラブに整備した資機材

行政相談委員を紹介します
　本市の行政相談委員に本年4月1日付けで以下の3名の方が委嘱されました。行政相談委員は、総務大臣の委嘱
を受け、住民の皆さんからの国、県および市の仕事に対する相談をお聴きし、その解決や実現のお手伝いをする
民間有識者です。

氏　　名

正木　卓夫

平石　眞理子

中平　貞行

住　　　所

入田

中村東町3丁目

西土佐江川﨑

任　　　期

平成25年４月1日から

平成27年３月31日まで

委嘱区分

再委嘱

新規委嘱

再委嘱

【問い合わせ先】（市）総務課 行政管理係　☎（３４）１８０４

平
成
25
年
4
月
号
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曽
我
部
紘
一
郎

　

ド
ラ
マ「
遅
咲
き
の
ヒ
マ
ワ
リ
」楽
し

く
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懐
か

し
い
場
所
が
次
々
と
で
て
き
ま
し
た

が
、
な
か
で
も
病
院
の
場
面
に
は
く
ぎ

づ
け
に
な
り
ま
し
た
。
屋
上
の
錆
び
た

手
す
り
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
私
の
心

は
突
然
30
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

ま
し
た
。

　

ト
ン
ネ
ル
続
き
の
国
鉄
を
乗
り
継
ぎ

や
っ
と
の
こ
と
で
終
着
中
村
駅
に
到

着
。新
任
地
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
、颯
爽

と
降
り
立
っ
た
青
年
医
師
？

　

駅
前
に
並
ぶ
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
込

み
、
冒
頭
の
言
葉
を
伝
え
た
と
た
ん
不

機
嫌
に
な
っ
た
運
転
手
。
返
事
も
せ
ず

に
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
車
を
走
ら
せ
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
目
的
の
市
民
病
院
に

到
着
。こ
ん
な
に
近
か
っ
た
の
か
・・・
長

い
客
待
ち
の
あ
げ
く
、
つ
か
ん
だ
客
が

こ
ん
な
近
距
離
客
だ
っ
た
と
は
!! 

申

し
訳
な
い
、歩
け
ば
よ
か
っ
た
。

　

着
い
た
病
院
が
こ
れ
ま
た
ひ
ど
か
っ

た
。
玄
関
に
は
脱
ぎ
捨
て
ら
れ
た
靴
や

ス
リ
ッ
パ
が
散
乱
し
、
悪
臭
を
放
っ
て

い
た
。
廊
下
に
は
、
あ
ふ
れ
る
荷
物
。
野

戦
病
院
さ
な
が
ら
の
光
景
だ
っ
た
。着
任

初
日
の
印
象
は
最
悪
だ
っ
た
。

　

大
学
か
ら
地
方
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
る

医
師
た
ち
は
１
〜
２
年
の
約
束
で
し
ぶ

し
ぶ
や
っ
て
く
る
。彼
ら
に
は
帰
る
場
所

が
あ
る
。
し
か
し
、
勝
手
に
医
局
を
飛
び

出
し
、外
国
を
ほ
っ
つ
き
歩
い
て
い
た
私

に
は
帰
る
と
こ
ろ
な
ど
な
か
っ
た
。
当

時
、院
長
を
さ
れ
て
い
た
氏
原
一
先
生
に

拾
っ
て
い
た
だ
き
、そ
の
ま
ま
居
座
る
こ

と
20
年
。
と
う
と
う
、
定
年
ま
で
お
世
話

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

病
院
生
活
は
多
忙
を
き
わ
め
た
。24
時

間
ひ
っ
き
り
な
し
に
救
急
車
が
き
た
。１

７
０
床
の
ベ
ッ
ト
が
フ
ル
回
転
し
た
。し

か
し
、
誰
も
不
平
を
言
わ
ず
、
一
致
団
結

し
て
働
い
た
。が
む
し
ゃ
ら
に
働
い
て
い

る
う
ち
に
、だ
ん
だ
ん
土
地
の
生
活
に
も

慣
れ
て
き
た
。

　

京
都
を
思
わ
せ
る
街
並
み
や
、ま
ろ
や

か
な
幡
多
弁
、
暖
か
い
人
情
、
温
暖
な
気

候
、
住
め
ば
都
と
は
よ
く
い
っ
た
も
の
。

ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り

〝
市
民
病
院
ま
で

  

　
　
　

 
お
願
い
し
ま
す
〞

　

市
民
病
院
前
院
長

　
　

勤
務 
昭
和
59
年
〜

　
　

平
成
17
年（
20
年
）

　

徳
島
市
在
住

　

昭
和
14
年
生
ま
れ

初
日
の
シ
ョ
ッ
ク
は
ど
こ
か
に
飛
ん
で

行
っ
て
、だ
ん
だ
ん
こ
の
街
が
好
き
に
な
っ

た
。
ス
ト
レ
ス
の
発
散
に
は
、
全
国
カ
ヌ
ー

イ
ス
ト
憧
れ
の
四
万
十
川
に
カ
ヌ
ー
を
浮

か
べ
、至
福
の
ひ
と
時
を
す
ご
し
た
。

　

公
立
病
院
は
赤
字
だ
、医
師
不
足
だ
と
い

つ
も
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。市
民
病
院
に
も

何
度
か
危
機
が
あ
っ
た
。た
っ
た
２
名
の
医

師
か
ら
徐
々
に
復
活
し
、一
時
は
中
医
学
科

の
医
師
２
名
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
、
研
修

医
な
ど
が
集
ま
り
20
数
名
の
に
ぎ
や
か
な

世
帯
に
な
っ
た
。み
ん
な
和
気
あ
い
あ
い
と

は
た
ら
き
、病
院
全
体
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は

抜
群
だ
っ
た
。

　

医
療
制
度
は
時
の
政
治
に
翻
弄
さ
れ
、い

ま
ま
た
危
機
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。市
民

病
院
も
ま
た
も
医
師
数
が
減
少
し
て
い
た

が
、皆
さ
ん
の
努
力
で
徐
々
に
回
復
し
て
お

り
、う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

現
在
の
11
人
の
サ
ム
ラ
イ
は
、医
局
の
シ

ガ
ラ
ミ
な
ど
な
く
、強
い
意
志
で
飛
び
込
ん

で
き
て
く
れ
た
方
々
ば
か
り
と
聞
い
て
い

ま
す
。
素
晴
ら
し
い
集
団
の
力
で
、
き
っ
と

乗
り
切
っ
て
い
た
だ
け
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
市
民
の
支
え
も
心
強
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　

都
会
の
大
病
院
に
は
な
い
、手
作
り
の
心

暖
ま
る
医
療
が
で
き
る
病
院
で
あ
り
続
け

る
限
り
市
民
病
院
は
不
滅
で
す
。こ
こ
に
日

本
医
療
再
生
の
道
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
　

　

市
の
名
前
も
、病
院
の
名
前
も
変
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、私
の
心
の
中
に
は
第
二

の
故
郷
中
村
が
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
執
筆
の
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
田
中
市
長
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
医
療
費

を
助
成
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
６
月
か
ら
対

象
者
を
小
学
生
ま
で
に
拡
大
し
、
保
険
診
療
に
係
る

医
療
費
を
全
額
助
成
し
ま
す（
児
童
医
療
費
）。

　

対
象
と
な
る
小
学
生
の
保
護
者
は
、
左
記
ま
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
小
学
生

　

※

た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
者
は
児
童
医
療
費
の

　
　

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

※

ひ
と
り
親
医
療
費
助
成
対
象
者
・
障
害
医
療
費

　
　

助
成
対
象
者
は
、
児
童
医
療
費
よ
り
も
「
ひ
と

　
　

り
親
医
療
費
・
障
害
医
療
費
」の
受
給
者
証
を
優

　
　

先
し
て
使
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
児
童

　
　

医
療
費
の
申
請
は
任
意
で
構
い
ま
せ
ん
。

■
助
成
の
対
象
と
な
る
医
療
費
等

　

小
学
生
に
か
か
る
医
療
費
等
で
、
平
成
25
年
６
月

　

診
療
分
か
ら
。（
医
療
保
険
適
用
と
な
る
診
療
等
の

　

み
。食
事
療
養
費
は
除
く
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
助
成
の
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん（
小
学
生
）の
健

　
　

康
保
険
証（
写
し
も
可
）

　

②
印
鑑

　

③
申
請
書

　

※

住
民
票
で
小
学
生
の
父
母
等
で
あ
る
こ
と
が
確

　
　

認
で
き
た
人
へ
は
、
４
月
初
旬
に
文
書
で
申
請

　
　

の
ご
案
内
を
す
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

　

☎（
３
４
）１
８
０
１

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所
分
室（
保
健
課
内
）

　

☎（
５
２
）１
１
３
２

小
学
生
の
医
療
費
が

６
月
か
ら
無
料
に
な
り
ま
す

小
学
生
の
医
療
費
が

６
月
か
ら
無
料
に
な
り
ま
す

小
学
生
の
医
療
費
が

６
月
か
ら
無
料
に
な
り
ま
す

平成4年当時 医師15人
前列左2人目が本人（当時副院長）、

その右が氏原一院長

平
成
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年
4
月
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（34）2126

院
長
　

樋
口 

佑
次

医
師
診
療
担
当
日

● 

受
　
　

付:

８
時
〜
11
時

● 

診
療
時
間:

９
時
〜

4
月
１
日
よ
り

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

休診（手術・検査）

月 火 水 木 金

内　科

外　科

整形外科

脳神経外科

泌尿器科

午前

午後

午前

午前

午前

午前

初診

再診

再診

初診

禁煙外来
再診

再診再診

矢野昭起

高橋敏也

樋口佑次再診

小川貴司

樋口佑次

樋口佑次

再診 高橋敏也 再診 小川貴司

再診 高橋敏也

再診 小川貴司

（紹介患者のみ）

樋口佑次

再診
(呼吸器
内科）

小川貴司

＊国立高知
病院医師
【注】

*竹田修司

再診 高橋敏也
初診 高橋敏也

初診

再診

再診

＊鷲山憲治再診

矢野昭起

再診 樋口佑次

＊鷲山憲治

初診

再診

小川貴司

再診 樋口佑次

矢野昭起

初診

再診

矢野昭起

高橋敏也

再診

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

中尾　昌宏

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

中尾　昌宏

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

休診（手術・検査）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

中尾　昌宏

注）国立高知病院医師4人（篠原勉、畠山暢生、岡野義夫、町田久典）が、交替で診察します。（第2、第4火曜日）

石井泰則
（呼吸器外来）

■
内
　

科

■
外
　

科

＊
印
は「
非
常
勤
医
師
」で
す

常
勤
医
師
11
名

内
科
部
長
　

矢
野 
昭
起

内
科
部
長
　

高
橋 

敏
也

内
科
副
部
長
　

小
川 

貴
司

外
科
部
長
　

宇
都
宮 

俊
介

外
科
部
長
　

石
井 

泰
則

副
院
長
　

河
内 

通

■
整
形
外
科

■
脳
神
経
外
科

■
泌
尿
器
科

整
形
外
科
副
部
長
　

坪
屋 

英
志

脳
神
経
外
科
部
長
　

伴 

昌
幸

脳
神
経
外
科
副
部
長
　

川
田 

祥
子

泌
尿
器
科
部
長
　

中
尾 

昌
宏

■
非
常
勤
医
師（
内
科
）

　

 

鷲
山
憲
治

　

 

竹
田
修
司

　

 

篠
原
勉（
国
立
高
知
病
院
）

　

 

畠
山
暢
生（
同
）

　

 

岡
野
義
夫（
同
）

　

 

町
田
久
典（
同
）

　糖尿病と上手く付き合うためには、日々の食事・運動が大切です。今回は樋口院長のお話と一緒に、運動のコ
ツや低血糖などについて学べる内容です。糖尿病についてまずはきちんと学んでみませんか？

日時　５月11日（土）13時～　　場所　市民病院 健康管理センター
参加費　無料　　※事前申込不要。当日受付時間にお越しください。

【プログラム】
　13時～　受付　血圧・血糖測定
　13時20分～　
　　①樋口院長のおはなし②どんな運動がいいの？（理学療法士）③低血糖とは？（薬剤師）④ウォーキング
　　※運動ができる服装・靴でお越しください。
　15時30分　　終了予定

【問い合わせ先】市民病院　☎（３４）２１２６

第2回 糖尿病にならないためのセミナー「運動のコツを学んでみよう!!」
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四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

　

３
月
３
日（
日
）に
第
８
回
四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
市
立
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
顕
著
な
功
績
を
あ
げ

た
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、今
回
は
、優
秀
賞
個
人
21
名
、優
秀
賞
団
体
７
団
体
、

功
労
賞
個
人
１
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
受
賞
者
や
推
薦
者
、
保
護
者
ら
約
１
０
０
名
が
出
席
し
て
行
わ

れ
、全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
で
全
国
優
勝
を
果
た
し
た
中
村
ジ
ュ

ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
森
下
裕
々
さ
ん
か
ら
、受
賞
者
を
代
表
し
て
謝

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

氏　名
山 﨑 　 咲 和
山 沖 　 果 廉
山 﨑 　 祐 弥
谷 山 　 夏 美
井 上 　 菜 々
淺 利 玖朗人
森 本 　 紗 和
中 脇 　 達 哉
深 原 　 大 誠
松 岡 　 杏 実
西 尾 　 　 彩
山 本 　 華 鈴
中 平 　 慎 吾
山 本 　 和 弥
岡 本 　 千 波
池 本 　 　 愛
岡 添 　 大 樹
森 　 　 圭 祐
竹 中 　 　 涼
和 田 　 美 里
堀 川 　 風 薫

学校・学年（所属）
中村南小 ２年（宿毛ＪＡＣ）
具同小 ５年（中村スイミングクラブ）
東山小 ６年（中村スイミングクラブ）
具同小 ６年（中村ジュニアソフトテニスクラブ）
中村南小 ６年（中村ジュニアソフトテニスクラブ）
中村西中 １年
西土佐中 ３年
中筋中 ３年
県立中村中 １年
中村中 １年（中村スイミングクラブ）
東中筋中 ２年
　 〃 　 ２年
　 〃 　 ３年
　 〃 　 ３年
中村高 ２年
  〃　 ３年
宿毛工高 ３年
中村高 ２年
　〃　 １年
　〃　 ２年
　〃　 ２年

種　目
陸上
水泳
〃

ソフトテニス
〃
陸上
〃
〃
水泳
〃

ソフトテニス
〃
〃
〃
陸上
〃
〃
水泳
柔道
〃
〃

【優秀賞：個人】

団体名

中村スポーツ少年団

中村ジュニアバレーボールクラブ

県立中村中学校陸上競技部女子リレー

東中筋中学校男子ソフトテニス部

東中筋中学校女子ソフトテニス部

中村高等学校男子ソフトテニス部

中村高等学校女子柔道部

人　数

33 人

28 人

6人

12 人

8人

16 人

5人

種　目

野球

バレーボール

陸上

ソフトテニス

ソフトテニス

ソフトテニス

柔道

代表者・主将

松岡　隆希

森下　裕々

西原　琳

中平　慎吾

永沢　しおり

池本　貴輝

濱田　今日子

【優秀賞：団体】

氏 　 名

宮畑　洋子

種　目

登　山

所属等

シ・マムタの会

【功労賞：個人】

　

３
月
20
日
（
水
）
、
田
野
川
小
学
校
の
卒
業

式
・
修
了
式
な
ら
び
に
休
校
記
念
式
典
が
同

校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
地
域
住
民
ら
で
構
成
す
る
実
行

委
員
会
の
主
催
。

　

同
校
は
１
８
７
６（
明
治
９
）年
に
田
野
川

簡
易
小
学
校
と
し
て
開
設
さ
れ
、
昭
和
63
年

に
現
在
の
校
舎
が
落
成
。

　

平
成
24
年
度
の
児
童
は
９
人
で
、
２
人
卒

業
後
、
残
る
７
人
は
４
月
か
ら
中
村
小
学
校

へ
通
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

休
校
式
典
に
は
学
校
関
係
者
、
来
賓
を
は

じ
め
、
地
区
の
住
民
や
卒
業
生
ら
あ
わ
せ
て

１
６
０
人
余
り
が
出
席
。

　

実
行
委
員
会
や
来
賓
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、児
童
全
員
で
、こ
の
一
年
の
運
動
会
で

の
取
り
組
み
や
米
作
り
な
ど
、
地
域
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
・
交
流
活
動
の
思
い
出
を
、元
気
い
っ
ぱ

い
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
児
童
全
員
で
「
あ
り
が
と

う
。田
野
川
小
学
校
」と
声
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
校
舎
玄
関
前
で
「
想
い
出
の
碑
」

と
記
さ
れ
た
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
後
の
「
惜
別
の
会
」
で
は
、
実
行
委
員

会
の
方
々
や
歴
代
の
校
長
、卒
業
生
ら
が
、こ

れ
ま
で
の
歴
史
を
し
の
び
な
が
ら
、
旧
交
を

温
め
、
最
後
は
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し

た
。 あ

り
が
と
う 

田
野
川
小
学
校 平
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注）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国民健康保険に加入してる人で、受診券を送付している人 および、40歳以上の協会けんぽ等
　 に加入している被扶養者の人で、市に予約済みの人が対象です。 
　 また、今年度も肝炎ウィルス検査を行います。過去に検査していない人が対象ですので希望する人は、問診時に申込んで下さい。 

※4月20日（土）までの計画については、広報四万十3月号に掲載しています。
【問い合わせ先】（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132

41年に1度は健診を

胸部レントゲン（肺がん検診）
マム＆チルドレン
胸部レントゲン（肺がん検診）
1歳9カ月児健診
乳幼児（赤ちゃん）相談
ママタッチ教室
離乳食相談
胸部レントゲン（肺がん検診）
特定健診（生活習慣病健診）　注
献血
献血
献血
マム＆チルドレン
乳児健診
出張健康相談
胸部レントゲン（肺がん検診）
胸部レントゲン（肺がん検診）
3歳児健診
献血
特定健診（生活習慣病健診）　注
胸部レントゲン（肺がん検診）
胸部レントゲン（肺がん検診）
胃がん検診
胸部レントゲン（肺がん検診）
胃がん検診
胸部レントゲン（肺がん検診）

　具同地区
　具同体育センター
　中筋地区
　健康管理センター
　健康管理センター
　健康管理センター
　健康管理センター
　八束地区
　中筋小学校
　フジグラン四万十
　フジグラン四万十
　フジグラン四万十
　具同体育センター
　健康管理センター
　ＪＡ高知はた 西土佐支所
　東山地区
　東中筋地区
　健康管理センター
　四万十自動車学校
　ＪＡ高知はた中村西部事業所
　西土佐地域
　西土佐地域
　具同体育センター
　西土佐地域
　具同体育センター
　西土佐地域

個別通知
10:00～11:30
個別通知
12:50～13:30

9：30～11：00、13：00～14：30

 9：30～11：00
13：00～14：30
個別通知

9：30～10：30、13：30～14：30

12：30～17：00
9：00～11：30、12：30～17：00

 9：30～13：00
10:00～11:30
12:50～13:30
 9：00～11：00
個別通知
個別通知
12:50～13:30

9：30～12：30、13：30～15：00

9：30～10：30、13：30～14：30

個別通知
個別通知
 8:00～ 9:30
個別通知
 8:00～ 9:30
個別通知

具同地区

中筋地区

八束地区
中筋地区

東山地区
東中筋地区

東中筋地区
西土佐地域
西土佐地域
具同地区
西土佐地域
具同地区
西土佐地域

22日（月）

24日（水）

26日（金）

30日（火）

1日（水）

2日（木）

3日（金）

4日（土）

5日（日）

8日（水）

9日（木）

10日（金）

12日（日）

14日（火）

15日（水）

16日（木）

17日（金）

該当地区 時　　間

4

月

5

月

事　　業　　名月日 場　　所

在
宅
口
腔
ケ
ア
事
業

　

市
民
が
安
心
し
て
健
や
か
な
在
宅
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
今
年
度
も
口
腔
ケ
ア
の
助
成
事
業
（
左
記
利
用
料
金
で
受
け
ら

れ
ま
す
）を
実
施
し
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、

む
し
歯
や
歯
周
病
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
の
た
め
、
口
腔
ケ
ア
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
？

　　

口
腔
ケ
ア
と
は
、歯
科
医
師
の
指
示
の
も
と
歯
科
衛
生
士
が
在
宅
高

齢
者
宅
を
訪
問
し
、歯
お
よ
び
口
腔
内
を
き
れ
い
に
す
る
と
と
も
に
口

腔
ケ
ア
の
知
識
・
技
術
を
家
族
や
介
護
保
険
ス
タ
ッ
フ
な
ど
に
伝
達
し

て
い
き
ま
す
。ま
た
、入
れ
歯
の
手
入
れ
の
仕
方
や
保
管
管
理
、清
掃
方

法
な
ど
に
つ
い
て
も
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

■
対
象
者

　

・
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
要
介
護
１
〜
５
と
認
定
を
受
け
た
人
。

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
人
で
市
長
が
適
当
と
認
め
た
人
。

　

※
右
記
対
象
者
で
も
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
施
設
サ
ー
ビ
ス
や

　
　

病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人
は
対
象
外
で
す

■
利
用
料
金

　

・
歯
科
医
師
訪
問：

２
０
０
円
／
１
回

　

・
歯
科
衛
生
士
訪
問：

１
０
０
円
／
１
回

■
実
施
期
間

　

歯
科
医
師
の
１
回
目
の
診
断
に
よ
り
期
間
を
定
め
、最
長
６
ヵ
月
と

　

し
ま
す
。

　

（
歯
科
医
師
２
回
、歯
科
衛
生
士
24
回
が
上
限
）

【
相
談
窓
口
】
　

（
本
庁
）保
健
介
護
課
　

☎（
３
４
）１
１
６
５

平
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市
で
は
、く
も
膜
下
出
血
や
脳
梗
塞
と
い
っ
た
脳
卒
中

の
疾
病
予
防
と
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
促
進
し
、
健
康

管
理
意
識
の
向
上
と
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、今
年
度
も

脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用
助
成
事
業
を
行
い
ま
す
。

■
助
成
費
用

　

検
診
費
用
２
万
５
千
円
の
う
ち
２
万
円
を
助
成

　
　
　
　
　

（
自
己
負
担
金：

５
千
円
）

■
抽
選
で
対
象
者
を
決
定
し
ま
す

　

平
成
24
年
度
申
請
開
始
当
日
に
申
し
込
み
が
殺
到
し

た
こ
と
を
考
慮
し
、今
年
度
は
申
込
期
間
終
了
ま
で
受
付

を
行
い
、
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
て
助
成
対
象

者
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

抽
選
結
果
に
つ
い
て
は
、後
日
個
別
通
知
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
期
間
　

４
月
８
日(

月)

〜
19
日(

金)

　
　
　
　
　
　

※

土
、日
除
く

■
受
付
時
間
　

８
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分

■
申
込
方
法

窓
口
・
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）お
よ
び
電
話
に
て
受
付

※

申
請
書
は
左
記
に
置
い
て
い
ま
す
。

　

申
請
に
必
要
な
物：

印
か
ん

※

今
回
の
申
し
込
み
は
仮
受
付
と
な
る
た
め
、電
話
で

の
申
し
込
み
の
場
合
は
、正
式
に
決
定
し
た
後
に
、窓

口
に
て
改
め
て「
申
請
手
続
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者
　

　

市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、平
成
26
年
３
月
31
日
現
在

で
40
歳
以
上
の
人（
年
間
２
４
０
人
を
予
定
）

　

今
年
度
は
、市
の
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
費
用
助
成
を
受

け
た
こ
と
の
な
い
人
を
優
先
す
る
た
め
、平
成
23
年
度

及
び
平
成
24
年
度
に
費
用
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用
助
成

を
対
象
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、脳
疾
患
で
通
院
中
の
人
は
お
断
り
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。（
症
状
を
く
わ
し
く
把
握
し
て
い
る

か
か
り
つ
け
医
療
機
関
な
ら
、ご
本
人
の
た
め
に
よ
り

有
意
義
な
診
療
と
な
る
た
め
、当
該
医
療
機
関
で
の
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。）

■
検
査
内
容
　

　

問
診
、Ｍ
Ｒ
Ｉ（
脳
断
層
写
真
）、Ｍ
Ｒ
Ａ（
脳
動
脈
瘤

な
ど
の
血
管
の
異
常
検
査
）、頸
動
脈
エ
コ
ー（
超
音
波

検
査
）

※

50
歳
以
上
の
人
に
は
、早
期
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
の
簡
易
判
定
も
上
記
費
用
内
で
実
施

■
検
診
場
所
　

市
民
病
院

■
実
施
時
期
　

５
月
中
旬
頃

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
平
成
25
年
３
月
下
旬

■
検
診
の
流
れ

　

検
診
前：
市
民
病
院
よ
り
受
診
日
の
連
絡
と
問
診
票
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

検
診
当
日：

問
診
票
記
入
の
う
え
受
付
↓
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ

Ｒ
Ａ
・
頸
動
脈
エ
コ
ー
検
査
↓
脳
外
外
来

の
神
経
学
的
診
察
（
結
果
は
検
査
内
容
を

精
査
の
う
え
、
後
日
結
果
報
告
書
に
よ
り

お
知
ら
せ
し
ま
す
）

　

検
査
後：

約
２
〜
３
週
間
後
を
目
途
に
市
民
病
院
よ
り

結
果
報
告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課 

☎（
３
４
）１
１
１
５

　

（
総
合
支
所
）保
健
課
　
　

 

☎（
５
２
）１
１
３
２

　

平
成
25
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
障
害
者
総
合
支
援
法
で
は
、

障
害
者
の
範
囲
に
難
病
等
の
人
が
加
わ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

（※

）の
受
給
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※

障
害
児
・
者
に
つ
い
て
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談

支
援
、
補
装
具
、
お
よ
び
地
域
生
活
支
援
事
業
。
障
害
児

に
つ
い
て
は
、
障
害
児
通
所
支
援
お
よ
び
障
害
児
入
所

支
援
。

■
対
象
者
　

対
象
疾
患
（
政
令
で
示
さ
れ
た
１
３
０
疾
病
　

例

：

ベ
ー

チ
ェ
ッ
ト
病
、全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
等
）に
よ
る
障

害
が
あ
る
人
。

■
手
続
き
　

対
象
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
証
明
書
（
診

断
書
ま
た
は
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
等
）を
持
参
の
う

え
、左
記
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
障
害
程
度
区
分
の
認
定
や
支
給
認
定
等
の
手
続

き
を
経
て
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

社
会
福
祉
係
　

　

☎（
３
４
）１
１
２
０

（
総
合
支
所
）西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　

☎（
５
２
）１
１
３
２

４
月
か
ら
難
病
等
の
人
が

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

対
象
と
な
り
ま
す
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４
月
か
ら
各
種
が
ん
検
診
や
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す

■
各
種
が
ん
検
診（
肺
が
ん
、胃
が
ん
、大
腸
が
ん
、前

立
腺
が
ん
、子
宮
頸
が
ん
）

 

・
集
団
検
診
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

 

・
が
ん
検
診
ご
と
に
対
象
者
の
性
別
や
年
齢
等
が
異

な
り
ま
す
。

 

・
事
前
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
人
に
対
し
て
、
地
区

ご
と
に
集
団
検
診
の
実
施
時
期
に
あ
わ
せ
て
、お

お
む
ね
２
週
間
前
に
検
診
料
金
等
を
表
示
し
た
受

診
票
を
個
人
通
知
し
ま
す
。

※
今
後
も
検
診
日
程
に
よ
り
受
診
可
能
な
が
ん
検

診
に
つ
い
て
は
、随
時
申
し
込
み
を
受
付
し
ま

す
。（
や
む
を
得
な
い
事
情
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

電
話
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。）

■
が
ん
検
診
推
進
事
業（
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
大

腸
が
ん
検
診
）

 

・
が
ん
検
診
受
診
率
50
％
を
目
標
に
子
宮
頸
が
ん
・

乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
に
お
い
て
、実
施
し
て
い

ま
す
。

 

・
対
象
は
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
で
下
記
の
年
齢

の
該
当
者

　

子
宮
頸
が
ん：

20
歳
、25
歳
、30
歳
、35
歳
、40
歳
の

女
性

　

乳
が
ん：

40
歳
、45
歳
、50
歳
、55
歳
、60
歳
の
女
性

　

大
腸
が
ん：

40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳
の
男

女

 

・
対
象
者
に
は
後
日
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま

す
。（
子
宮
頸
が
ん
６
月
頃
、乳
が
ん
６
月
頃
、大
腸

が
ん
10
月
頃
）

※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
く
前
に
子
宮
頸
が
ん
・

乳
が
ん
検
診
を
受
診
予
定
の
人
は
下
記
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
集
団
検
診
の
ほ
か
、

一
部
の
医
療
機
関
等
で
の
受
診
も
可
能
で
す
。

【
相
談
窓
口
】

　

（
本
庁
）保
健
介
護
課 

☎（
３
４
）１
１
１
５

　

（
総
合
支
所
）保
健
課 

☎（
５
２
）１
１
３
２

■
特
定
健
診（
生
活
習
慣
病
健
診
）

 

・
４
月
１
日
以
降
継
続
し
て
国
保
に
加
入
し
て
い
る

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
を
対
象
に
、集
団
健
診

お
よ
び
個
別
健
診（
医
療
機
関
で
の
受
診
）に
よ
り

特
定
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

 

・
対
象
者
に
は
、地
区
ご
と
に
集
団
健
診
の
実
施
時

期
に
あ
わ
せ
て
、お
お
む
ね
２
週
間
前
に
受
診
券

を
個
人
通
知
し
ま
す
。（
申
込
不
要
）

 

・
集
団
健
診
の
日
程
以
前
に
個
別
健
診
や
人
間
ド
ッ

ク
の
受
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、問
い
合
わ
せ
先

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
個
別
健
診
で
は
、予

約
に
よ
り
医
療
機
関
の
診
療
日
・
診
療
時
間
内
に

受
診
で
き
ま
す
。ま
た
、一
部
の
人
間
ド
ッ
ク
実
施

機
関
で
は
、特
定
健
診
受
診
券
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
り
人
間
ド
ッ
ク
を
お
安
く
受
診
で
き
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）

 

・
平
成
25
年
度
も
集
団
健
診
、個
別
健
診
と
も
に（
国

保
に
加
入
し
て
い
る
）全
て
の
対
象
者
の
健
診
料

が
無
料
に
な
り
ま
す
。
 

・
特
定
健
診
の
受
診
結
果
に
よ
り
、
生
活
習
慣
の
改

善
が
必
要
な
人
に
つ
い
て
は
、保
健
師
・
管
理
栄
養

士
な
ど
が
無
料
で
生
活
習
慣
の
改
善
を
支
援
し
ま

す
。（
特
定
保
健
指
導
）

◇
検
診（
健
診
）な
ど
の
日
程
に
つ
い
て
は
、市
広
報

の
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
や
、広
報
４
月
号
と
同
時
配

布
す
る
保
健
衛
生
事
業
計
画
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

「
仮
徴
収
」と
は
、世
帯
主
が
受
給
す
る
４
月
、６
月
、８
月
の
年
金
か
ら
、あ
ら
か
じ

め
天
引
き
す
る
こ
と
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

■
仮
徴
収
の
対
象
と
な
る
世
帯

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
う
ち
、加
入
者
全
員
が
４
月
１
日
時
点

で
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ
り
、次
の
４
項
目
の
全
て
に
該
当
す
る
場
合
。

　

た
だ
し
、世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
は
除
き
ま
す
。

　

（
１
）世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

　

（
２
）世
帯
主
が
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
の
対
象
者
で
あ
る
場
合

　

（
３
）国
保
税
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
場
合

　

（
４
）口
座
振
替
へ
の
納
付
方
法
変
更
申
し
出
を
し
て
な
い
場
合

　

◆
新
た
に
平
成
25
年
度
よ
り
仮
徴
収
と
な
る
人
へ
　

　
　

前
年
度
国
保
税
額
の
６
分
の
１
を
、１
回
あ
た
り
の
額
と
し
て
仮
徴

　

収
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
新
規
の
対
象
者
に
は
、
３
月
下
旬
に
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書

　

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

◆
す
で
に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人
へ

　
　

原
則
と
し
て
、平
成
25
年
２
月
に
年
金
か
ら
天
引
き
し
た
税
額
と
同

　

額
を
、１
回
あ
た
り
の
額
と
し
て
仮
徴
収
し
ま
す
。

　
　

な
お
、四
万
十
市
国
民
健
康
保
険
税
は
毎
年
７
月
に
決
定
す
る
の
で
、

　

新
年
度
の
決
定
税
額
か
ら
仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た
残
り
の
税
額
を
、

　

10
月
・
12
月
・
翌
年
２
月
の
３
回
に
分
け
て
年
金
か
ら
天
引
き（
本
徴
収
）

　

し
ま
す
。

※「
年
金
天
引
き
」と「
口
座
振
替
」を
選
択
で
き
ま
す

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
を
中
止
し
て
口
座
振
替
で
の
納
付
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、別
途
申
請
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）税
務
課 

市
民
税
係
　

☎（
３
４
）１
１
１
２（
直
通
）

　

（
総
合
支
所
）税
務
係
　
　
　
　
　

 

☎（
５
２
）１
１
１
１（
代
表
）

平
成
25
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
税
が

年
金
か
ら
「
仮
徴
収
」
さ
れ
ま
す
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以
下
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
４
月
１
日
よ
り
予
防

接
種
の
制
度
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

◆
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

定
期
接
種
化
に
な
り
ま
し
た

　

左
記
３
ワ
ク
チ
ン
は
、
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

任
意
接
種
と
し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日

よ
り
予
防
接
種
法
に
定
め
ら
れ
た
定
期
接
種
に
導
入

と
な
り
ま
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
（
３
回
接
種
）

　

対
　

象
　

小
学
６
年
生
〜
高
校
１
年
生
相
当
の
女
子

（
標
準
的
な
接
種
年
齢：

中
学
１
年
生
）

　

・
定
期
接
種
導
入
に
伴
い
、
任
意
接
種
と
は
対
象
者

　
　

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

・
中
学
１
年
生
時
に
個
別
通
知
を
行
い
ま
す
。

●
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

　

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

（
４
回
接
種：

接
種
回
数
は
、
接
種
開
始
時
期
に
よ
り

　

異
な
り
ま
す
）

　

対
　

象

　
　

生
後
２
月
〜
60
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
人

　

・
生
後
２
月
に
達
す
る
時
に
、
順
次
個
別
通
知
を
行

　
　

い
ま
す
。

平
成
24
年
度
ま
で
に
お
渡
し
し
た
予
診
票
は

４
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

予
防
接
種
の
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課
　

☎（
３
４
）１
１
１
５

　

（
総
合
支
所
）保
健
課
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

◆
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン

　

(

対
象
者
に
は
個
別
通
知
を
行
い
ま
す
）

定
期
接
種
の
対
象
者

　

生
後
６
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
人

　

生
後
１
歳
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
人

標
準
的
な
接
種
年
齢

　

生
後
３
月
か
ら

　

生
後
５
月
に
達
し
た
時
か
ら
生
後
８
月
に
達
す
る
ま

　

で
の
期
間

◆
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

　

平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
に
か
け
て
の
積
極
的

勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
、
接
種
の
機
会
を
逃
し
た
人

へ
の
接
種
機
会
の
確
保
の
た
め
の
特
例
対
象
者
に
、
平

成
７
年
４
月
２
日
〜
５
月
31
日
生
ま
れ
の
人
が
追
加
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
19
年
４

月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人
は
、
20
歳
の
誕
生
日

の
前
々
日
ま
で
定
期
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

予
診
票
等
、
不
明
な
点
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 ←

変
更
後

←
変
更
後

　

10
月
26
日(

土)

〜
29
日(

火)

、
県
内
各
地
で
第
26
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
、本
市
で
は
、27
日(

日)

、28
日(

月)

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
交
流
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
大
会
の
出
場
者
を
決
め
る
予
選
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
高
知
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
春
季
西
部
大
会

　

日
　

時
　

４
月
17
日(

水)

　

８
時
30
分
受
付
　

９
時
開
始

　

場
　

所
　

安
並
運
動
公
園 

四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム

　

参
加
資
格

　
　

県
内
在
住
で
、昭
和
29
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

　

参
加
料
　

３
０
０
円

　

申
込
期
限
　

４
月
10
日（
水
）

　

申
込
方
法
　

郵
送
ま
た
は
F
A
X

【
申
し
込
み
先
】

　

〒
７
８
９-

１
９
３
１
　

幡
多
郡
黒
潮
町
入
野
２
１
２
２

　

中
山 

次
男
　

宛

　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
８
０（
４
３
）４
２
６
７

※

申
込
用
紙
は
、協
会
の
専
用
申
込
書
か
、保
健
介
護
課
、社
会
福
祉
協

　

議
会
、安
並
体
育
館
で
配
布
し
て
い
る
も
の
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

■
こ
う
ち
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
２
０
１
３

　

日
　

時
　

５
月
16
日(

木)

　

９
時
〜

　

場
　

所
　

春
野
総
合
運
動
公
園

　

参
加
資
格

　
　

県
内
在
住
で
、昭
和
29
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

　

参
加
料
　

５
０
０
円

　

申
込
期
限
　

４
月
19
日(

金)

　

申
込
方
法 　

郵
送
ま
た
は
F
A
X

【
申
し
込
み
先
】

　

〒
７
８
１-

０
２
５
１
　

高
知
市
瀬
戸
西
町
２-

１
３
７

　

高
知
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
　

大
山 

康
子
　

宛

　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　

０
８
８（
８
４
１
）３
７
２
０

※

申
込
用
紙
は
、
保
健
介
護
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
安
並
体
育
館
で

　

配
布
し
て
い
る
も
の
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
市
）保
健
介
護
課 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
係
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
６
５

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク 

予
選
大
会

平
成
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年
4
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四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”

問い合わせ先
四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”

右山元町1丁目2-10　☎（３５）３７４８

時

場

①4月22日（月）、②23日（火）、③25日（木）
9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

①5月13日（月）、②14日（火）、③15日（水）
9：30～11：30
子育て支援センター

親子ふれあい活動　　0･1･2･3歳児対象

　1年間仲良く過ごすお友だちと顔合わせ。みんなで手遊びを
したり、歌をうたって楽しく過ごしましょう♪

はじめましてよろしくね！

時

場
4月16日（火）　9：30～11：30
子育て支援センター

その他の活動

　1年間仲良く過ごすお友だちと顔合わせ。みんなで手遊びを
したり、歌をうたって楽しく過ごしましょう♪

ぴよちゃんクラブ　（はじめましてよろしくね！）

時

場
4月18日（木）　9：30～11：30
子育て支援センター

　手作りの名札を作ったり、自己紹介もするよ。ぽっぽのおも
ちゃで遊んだり、お母さん同士おしゃべりも楽しんでね！

ぴよちゃんクラブ①②〈ぽっぽで遊ぼう〉

時

場
①5月16日（木）、②17日（金）、9：30～11：30
子育て支援センター

　グループのお友だちと“ぽっぽ”のお庭やおもちゃで遊ぼ
うね！手作りの名札を作ったり、自己紹介もするよ。

ぽっぽで遊ぼう　①②③ ※日程ごとに①②③グループに分かれます。

　手作りおもちゃやままごとコーナーで仲良く遊ぼうね。お
外にはブランコやすべりだいもあるよ！

なかよく遊ぼう　①②③
※お願い・・・参加を希望される人は、準備等の都合があります
ので、あらかじめご連絡ください。（活動の内容によっては、ご
遠慮をお願いする場合もあります。）なお、それぞれの活動に
ついては、1グループ20組程度に分かれての活動となります
のでご了承ください。
駐車場は、少しスペースが狭く10数台しか置けませんので、奥
の方からつめて置いて下さい。
お近くの方は、徒歩か自転車でのご利用をお願いします。

親子ふれあい活動
◇１・２・３歳児対象
　（平成21年・22年・23年4月から翌年3月までに生まれた
お子さん）
　簡単なおもちゃを作ったり、リズム遊びや園庭遊びなど
をして親子で楽しみます。
　　毎週1回程度　　　9：30～11：30
◇ぴよちゃんクラブ
　対象：妊婦さんと0歳児（平成24年4月以降に生まれたお子
さん）
　簡単なおもちゃを作ったり、親子のふれあい遊びを楽しみ
ます。
　　毎月1回程度　　　9：30～11：30
フリーデー
　活動を行っていない日の午前中（9:30～12:00）と、毎日
午後（13：30～16：30）も開所しています。子どもさんの、生
活リズムを考えながらご利用ください。

おしゃべり広場　
　澤田　敬先生（元高知県立西南病院小児科医師）を招いて子育て
や育児についての講話を行います。堅苦しくないざっくばらんな
会です。子育て中の悩みにも答えていただけます。
　　毎月1回　　9:30～11:30

子育て相談（電話相談・来所相談）　
　子育てについて日頃思っていること、悩んでいることなど気軽
にご相談ください。
　　毎週月曜日～金曜日　　9：30～11:30、13：30～16：30
　　※活動がある日の午前中は、相談に応じられない場合もあり
　　　ます。ご了承下さい。

利用できる人
　子育て支援センターの活動・利用は、市内在住で保育所や幼稚園
に通っていない就学前の乳幼児とその保護者、家族を対象として
います。なお、平成21年3月以前に生まれたお子さんについてはフ
リーデーのご利用をお願いします。

子育て支援センターはこんな活動を行っています

　子育ては、なにかとストレスがたまりがちなものです。家に閉じこもりがちになったり、育児に自信がもてなくなったりしてい
ませんか。四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”は、子育て真最中のお母さんやお父さん、ご家族の子育てを支援するための
施設です。親同士、子ども同士が親しみ、触れ合う小さな出逢いの場としてご利用ください。

です！です！です！

　

３
月
６
日
（
水
）
、
第
８
回
四
万
十
市
障

害
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
安
並
運

動
公
園
で
行
わ
れ
、
27
名
の
選
手
が
７
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
白
熱
し
た
プ
レ
ー
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
健
康
づ
く
り
と
親
睦
を
目

的
と
し
て
お
り
、
団
体
や
個
人
で
成
績
優

秀
者
や
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
（
６
名
）
の
表

彰
も
あ
り
、
楽
し
い
交
流
の
場
に
な
り
ま

し
た
。

障
害
者

グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

障
害
者

グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

障
害
者

グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
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作
り
方

栄養成分【1人分】

エネルギー：310kcal

たんぱく質：21.0g

脂　　　　質：17.5g

カルシウム：234㎎

豆乳グラタン
■日ごとに春らしさが増してきます。枯れた野原に春の野草が芽吹き、虫た
ちが活動し始める季節。春の野菜にも生命力があふれています。春野菜に
は身体の老廃物を排出する作用や解毒作用、また抗酸化作用が高いものが
多くありますが、苦味や独特の香りがあるのも特徴。子どもたちがしっか
りと春の命をいただくためには一工夫も必要です。
　今回は、くせのある野菜にもよく合う豆乳ソースをご紹介します。レシピ
では長ねぎを使ったグラタンにしていますが、シーフードやマカロニ、
じゃがいもとも相性よく、パスタにも使えます。

所要時間約30分 ①まず豆乳ソースを作ります（①～③）。サラダ油を熱し、みじん切りしたた

まねぎを弱火でよく炒めます。

②小麦粉を振り入れてさらに２～３分炒め、火を止めてから豆乳を加えて

混ぜます。

③混ざったら中火にかけて塩・こしょうで味をととのえ、さらに混ぜながら

弱火で３分ほど火にかけます。

④豆乳ソースが出来たら、オーブンを２００度に熱する間にグラタンの具

を用意します。

⑤にんじんはたんざく切り、長ねぎは外側を１枚はがしてからななめ切り

にします。しいたけは石づきをとってスライスします。

⑥厚揚げはさっと熱湯をくぐらせてからひと口大に切り、豚肉も食べやす

い大きさにスライスします。

⑦フライパンに油少々を熱し、豚肉、にんじん、長ねぎ、しいたけ、厚揚げを

入れて炒め、豆乳ソースを半分ほどからめます。

⑧耐熱皿に移してさらに残りの豆乳ソースをかけ、３分ほど表面を焼いて

香りが出たらできあがり。

食育編

（四万十市福祉事務所　保育所係　橋田典子）

・厚揚げ豆腐 …………… ２個（400g）
・長ねぎ（または菜花） … ２本（200g）
・にんじん ……………… １本（200g）
・豚薄切り肉 …………… 200g
・椎茸 …………………… ３枚（45g）
◆豆乳ソース
　サラダ油 ……………… 大さじ１
　ごま油 ………………… 大さじ１
　たまねぎ ……………… 60g
　小麦粉 ………………… 30g
　無調整豆乳 …………… 400ml
  塩・こしょう …………  適宜

材料（４～５人分）

　

こ
の
講
座
は
、温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
、膝
や
腰
へ
の

負
担
が
少
な
い
水
中
運
動
で
、筋
肉
を
鍛
え
柔
軟
性
を
向

上
さ
せ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、介
護
状

態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

期
　

間
　

【
前
期
】５
月
〜
９
月

　
　
　
　

【
後
期
】10
月
〜
２
月

時
　

間
　

12
時
15
分
〜
13
時
15
分（
受
付
11
時
30
分
〜
）

場
　

所
　

市
立
温
水
プ
ー
ル

コ
ー
ス
／
定
員

　

・
毎
週
月
曜
コ
ー
ス：

全
15
回
／
30
人

　
・
毎
週
金
曜
コ
ー
ス：

全
15
回
／
30
人

運
動
内
容

　

水
中
ス
ト
レ
ッ
チ
、ア
ク
ア
ビ
ク
ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

体
力
に
自
信
が
な
い
人
で
も
、無
理
な
く
楽
し
め
る
運

　

動
メ
ニ
ュ
ー
で
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　

65
歳
以
上
の
四
万
十
市
民
で
、
介
護
保
険
の
要

　
　
　
　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

　

※
持
病
の
あ
る
人
は
事
前
に
か
か
り
つ
け
医
師
に
プ
ー

　
　

ル
で
運
動
を
し
て
よ
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

講
　

師
　

（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
委
嘱
の
講
師

参
加
料
　

無
料（
プ
ー
ル
入
場
料
も
無
料
）

受
付
期
間（
前
期
）
　

４
月
11
日（
木
）〜
25
日（
木
）

　

※
申
込
者
が
定
員
を
上
回
る
場
合
は
、こ
の
講
座
を
受

　
　

講
し
た
こ
と
の
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

　

※
各
コ
ー
ス
の
実
施
前
後
に
体
力
測
定
、及
び
講
習
日

　
　

毎
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

　

※
必
ず
、ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
を
着
用
願
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
事
務
局

　

（
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）☎（
３
４
）２
０
７
１

介
護
予
防
講
座

シ
ニ
ア
す
こ
や
か

温
水
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

こ
の
ほ
ど
古
津
賀
２
丁
目
に
地
区

集
会
所
が
完
成
し
、３
月
10
日（
日
）に

落
成
式
が
行
な
わ
れ
、地
区
内
外
か
ら

多
く
の
人
々
が
集
ま
り
、祝
い
ま
し
た
。

　

建
築
に
あ
た
っ
て
は
、平
成
24
年
度

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
支
援
事

業
で
の
助
成
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、地
域
の
皆
さ
ん
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課

　

☎（
３
５
）４
１
４
７

古
津
賀
２
丁
目
に

地
区
集
会
所
が
完
成

平
成
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年
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地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
と
し
て
、再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

 

・
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
シ
ス
テ
ム

　

を
設
置
す
る
人

 

・
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
市
内
の
シ
ス
テ
ム

　

付
き
新
築
住
宅
を
購
入
す
る
人

※
た
だ
し
、自
ら
が
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を

　

結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
人
で
、市
税
の
滞
納
が

　

な
い
人
な
ど
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
額

 

・
四
万
十
市
産
材
利
用
促
進
事
業
補
助
金
確
定

　

者

　

出
力
１
Kw
あ
た
り
４
万
円（
上
限
16
万
円
）

 

・
右
記
以
外

　

出
力
１
Kw
あ
た
り
３
万
円（
上
限
12
万
円
）

※
予
算
額
は
5
8
0
万
円

四万十市産材利用

促進事業補助金確定

通知を受けている方

に、補助金額の優

遇措置を設けてい

　　　ます。

　

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

四
万
十
市
民
も
し
く
は
四
万
十
市

の
事
業
者

■
対
象
機
器
お
よ
び
補
助
金
額

 

・
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

　

３
万
円
以
上
の
機
器
に
対
し
て

　

１
／
２
補
助（
上
限
３
万
円
）

 

・
生
ご
み
堆
肥
化
容
器

　

５
千
円
以
上
の
容
器
に
対
し
て

　

１
／
２
補
助（
上
限
５
千
円
）

 
・
紙
用
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

　

１
万
円
以
上
の
機
器
に
対
し
て
一

　

律
５
千
円

※
購
入
先
は
四
万
十
市
内
の
店
舗

　

に
限
り
ま
す
。

　

市
で
は
移
住
支
援
に
使
用
す
る
住
宅
の
修
繕
・
改
修

に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
事
業
完
了
後
５
年
間
、
そ
の
住
宅
を
移
住
支
援

以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
者
　

次
の
①
、②
の
ど
ち
ら
か

①
住
宅
の
所
有
者

②
四
万
十
市
外
か
ら
移
住
を
希
望
す
る
人
、

　

も
し
く
は
移
住
を
し
て
１
年
を
経
過
し
な
い
人

補
助
対
象
住
宅
　

　

市
内
に
所
在
す
る
住
宅
で
、
現
在
誰
も
居
住
し
て
い

　

な
い
、
も
し
く
は
申
請
者
の
②
が
居
住
を
し
て
い
る

　

住
宅
。

補
助
対
象
経
費
　

住
宅
の
修
繕
・
改
修
に
か
か
る
費
用

　

委
託
料
、
工
事
請
負
費
、
備
品
購
入
費
、
需
用
費
、
役

　

務
費
等（
廃
棄
物
運
搬
費
お
よ
び
処
分
費
を
除
く
）

補
助
率
　

１
／
１（
補
助
金
上
限
額
50
万
円
）

募
集
期
間
　

５
月
31
日
ま
で

※
予
算
額
２
５
０
万
円
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
補
助
条
件
等
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
で
は
移
住
希
望
者
に
賃
貸
す
る
住
宅
を
探

　

し
て
い
ま
す
。
空
き
家
を
お
持
ち
の
人
は
ぜ
ひ
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
市
）企
画
広
報
課
　

☎（
３
４
）１
１
２
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
５
）０
０
０
７

■
申
請
方
法

　

申
請
書
と
申
請
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し

て
（
市
）
環
境
生
活
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。先
着
順
に
て
受
付
し
ま
す
。

　

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、（
市
）環
境
生
活
課
ま
で
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
開
始

　

４
月
15
日（
月
）８
時
30
分
か
ら
受
付
を
始
め
ま
す
。

　

申
請
は
、工
事
を
開
始
す
る
前
、ま
た
は
機
器
を
購

入
す
る
前
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
事
後
申
請
で
は
補

助
金
が
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課
　

☎（
３
４
）６
１
２
６

住宅用太陽光発電システム設置費補助

　四万十市消費生活センターは平成25年4月1日から業務を幡多広域市町村圏事務組合に移管し、幡多地域６
市町村の消費生活センターとなりました。
　名称が「幡多広域消費生活センター」となりますが、場所（市立働く婦人の家）と電話番号は変更ありません
ので、これまで同様に消費者問題などがありましたらすぐにご相談ください。

【問い合わせ先】幡多広域消費生活センター　☎（３４）６３０１　（市）環境生活課　☎（３５）４１４７

幡多広域消費生活センターになりました

生ごみ処理機・紙用シュレッダー等購入費補助

移
住
支
援
住
宅
に

修
繕
費
用
を
補
助
し
ま
す

移
住
支
援
住
宅
に

修
繕
費
用
を
補
助
し
ま
す

移
住
支
援
住
宅
に

修
繕
費
用
を
補
助
し
ま
す

平
成
25
年
4
月
号
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「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と
は

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

 

〔
所
得
の
め
や
す
〕

 

１
１
８
万
円
　

＋
　

｛
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
｝

《
学
生
納
付
特
例
制
度
対
象
者
》

　

学
校
教
育
法
に
規
程
す
る
大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年

限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に

在
学
す
る
人
、夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
の
方
で
す
。

《
承
認
期
間
》

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と

な
り
ま
す
が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る

場
合
、
４
月
は
じ
め
に
再
申
請
の
用
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
希
望
の
場
合
は
、必
要

事
項
を
記
入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」と
は

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

《
承
認
を
受
け
た
期
間
は
…
》

　

学
生
納
付
特
例
お
よ
び
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
を
受
け
た
期

間
は
、
将
来
受
け
る
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

が
、年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。就
職
な
ど
で
収
入
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金
を
増
額
す

る
た
め
、10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る「
追
納
制
度
」を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

＊
た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

　

算
し
て
、３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
、当
時
の
保

　

険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
の
申
請
を
行
わ
ず
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
、障
害
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

幡
多
年
金
事
務
所
及
び
本
庁
市
民
課
・
総
合
支
所
西
土
佐
市

民
国
保
分
室
で
、早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

申
請
に
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
、
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑
（
本

人
署
名
の
場
合
は
不
要
）な
ど

＊
＊
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所
ま
で
お
問

　
　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。＊
＊

■
ご
存
知
で
す
か
？

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

問
い
合
わ
せ
先

幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
４-

10
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
４
）１
６
１
６

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

市
民
係
　
　
　

（
３
４
）１
１
１
３

（
総
合
支
所
）市
民
課 

西
土
佐
市
民
国
保
分
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
５
２
）１
１
１
１

■
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
被
保
険
者
そ
れ
ぞ
れ

の
人
に
保
険
料
が
賦
課
さ
れ
て
い
ま
す
。保
険
料
に
未

納
の
あ
る
人
に
は
督
促
状
や
催
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

納
め
忘
れ
の
あ
る
人
は
、
至
急
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
平
成
25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
仮
徴
収
が

　

始
ま
り
ま
す

　

◎
新
た
に「
年
金
か
ら
の
天
引
き
」が
始
ま
る
人

　
　

左
記
の
３
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人

　
　

・
平
成
24
年
６
月
23
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
に
資

格
を
取
得
し
た

　
　

・
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
で
、介
護
保
険
料
と
合

わ
せ
た
保
険
料
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
以
下

　
　

・
口
座
振
替
へ
の
納
付
方
法
変
更
申
し
出
を
し
て
い

な
い

　
　

※
４
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
天
引
き
が
始
ま
る
人

　
　
　

に
は
、４
月
１
日
に
通
知
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

　

◎
現
在「
年
金
か
ら
の
天
引
き
」と
な
っ
て
い
る
人

　
　

原
則
と
し
て
平
成
25
年
２
月
の
年
金
か
ら
天
引
き

　

し
た
金
額
と
同
じ
金
額
を
、
平
成
25
年
度
の
保
険
料

　

の
仮
徴
収
分
と
し
て
、
４
月
、
６
月
、
８
月
に
特
別
徴

　

収（
年
金
天
引
き
）で
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

国
保
係

　

☎（
３
４
）１
１
１
４

（
総
合
支
所
）市
民
課 

西
土
佐
市
民
国
保
分
室

　

☎（
５
２
）１
１
１
１
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ 平

成
25
年
4
月
号
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■
公
共
下
水
道 

平
成
25
年
度

供
用
開
始
区
域

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
下
水
道

区
域
拡
張
工
事
が
、角
崎（
一
部
）の
区
域
で

完
成
し
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
下
水
道
を
利
用
で

き
ま
す
。

　

区
域
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、都
市
整
備
課

で
縦
覧
で
き
ま
す
。

■
合
併
浄
化
槽

　

設
置
補
助
事
業

　

市
で
は
、
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
、合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
き
一
律
30
万

円
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。補
助
申
請
の

受
付
は
国
の
予
算
成
立
後
に
開
始
し
ま
す
。

補
助
に
つ
い
て
の
条
件
、
手
続
き
な
ど
、
詳

し
い
こ
と
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）都
市
整
備
課 

下
水
道
係

　

☎（
３
４
）６
１
２
９

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課 

地
域
振
興
係

　

☎（
５
２
）１
１
１
１

出典：社団法人全国浄化槽団体
連合会「合併処理浄化槽と上手
につきあう方法」

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
で
楽
し
む

グ
ル
メ
フ
ォ
ン
ド
幡
多

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
で
は
サ
イ
ク
ル

ト
レ
イ
ン
で
楽
し
む「
グ
ル
メ
フ
ォ
ン
ド

幡
多
」を
開
催
し
ま
す
。

　

「
グ
ル
メ
フ
ォ
ン
ド
」と
は
、自
転
車
に

乗
っ
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
地
元
の
グ
ル

メ
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
宿
毛
駅
か
ら

窪
川
駅
ま
で
自
転
車
を
そ
の
ま
ま
載
せ

ら
れ
る
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
を
運
行
し

ま
す
。

■
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン

　

宿
毛
駅
↓
平
田
駅
↓
中
村
駅

　

↓
土
佐
入
野
駅
↓
土
佐
佐
賀
駅

　

↓
窪
川
駅

■
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　

窪
川
駅
↓
大
正
↓
江
川
崎

　

↓
中
村（
約
１
０
０
㎞
）
　

　

※
江
川
崎
で
昼
食

■
開
催
日
程
　

４
月
14
日（
日
）

　

・
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン

　
　

宿
毛
駅
発
車：

７
時
15
分

　

・
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
　

窪
川
駅
出
発：

９
時
30
分

■
参
加
費
　

４
５
０
０
円(

鉄
道
運
賃
・

　
　
　
　
　

昼
食
・
保
険
代
込)

■
募
集
人
員
　

40
人

　
　
　
　
　
　

(

最
少
催
行
人
員
20
人)

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
参
加
資
格
等
　
　
　
　

　

高
校
生
以
上
で
、１
０
０
㎞
を
自
転
車

で
走
れ
る
自
信
の
あ
る
人

　

参
加
自
転
車
は
変
速
機
付
き
ス
ポ
ー

ツ
車
限
定

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、手
袋
、前
後
ラ
イ
ト
、予

備
チ
ュ
ー
ブ
必
携

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道 

中
村
駅

　

☎（
３
５
）４
９
６
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

h
ttp
://w

w
w
.to
sa
k
u
ro
.c
o
.jp

幡多地域観光キャンペーンイメージキャラクター 募集幡多地域観光キャンペーンイメージキャラクター 募集幡多地域観光キャンペーンイメージキャラクター 募集
　幡多地域観光キャンペーン実行委員会では、幡多地域観光キャンペーン（7月1日～12月31日）を推進するた
め、皆さんに愛されるイメージキャラクターを募集します。
　イメージキャラクターは、幡多地域観光キャンペーンのシンボルとして、着ぐるみの制作やグッズ製作によ
るおみやげづくりを行い、幡多の観光振興や経済効果を高めることを目的とします。

■募集内容　幡多地域をイメージさせ、明るく、親しみやすいキャラクター
■賞品　最優秀賞 100,000円　　■締切日　4月19日（金）17時必着　　■対象者　どなたでも応募できます。
■応募規定等
　１．応募用紙に全体のわかるデザイン作品（カラー）
　２．別紙の応募用紙に必要事項を記入の上、作品と合わせて応募先に提出(持参・郵送)してください。
　３．パソコン等で制作したデータの場合、データ入りのCD-Rと出力した用紙（A4サイズ）を提出（持参・郵送）

してください。
　４．パソコンで制作したデータの出力形式は、JPGかPDFとします。
　５．お1人様１点に限り応募できます。
　６．応募作品は、未発表でオリジナルのものに限ります。
　７．応募作品は返却できませんのであらかじめご了承ください。
　８．最優秀に選ばれた作品の著作権・商標権、一切の知的財産権は、「一般社団法人幡多広域観光協議会」に帰

属します。
　９．必要に応じ、修正等補正をする場合があります。
　※応募用紙は市ＨＰからダウンロードするほか、市観光課で配布します。
■審査方法等
　幡多地域観光キャンペーン実行委員会により審査し、幡多地域観光キャンペーンのオフィシャルホームペー
　ジにて発表します。
　※ホームページ仮オープンは、4月中旬を予定しています。

【問い合わせ・応募先】
〒787-0015　四万十市右山383-15　一般社団法人幡多広域観光協議会 イメージキャラクター応募係
☎（31）0233　　FAX（31）0660　　HP http://www.hata-koiki.com/　　E-mail：syuryo@hata-koiki.com

平
成
25
年
4
月
号

25



4
平成25年

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

4 （273冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

赤と白

ガソリン生活

これが正解！ひとり暮らしスタートブック

夫婦格差社会

憤死

変

看取り先生の遺言

名作うしろ読み

櫛木　理宇

伊坂　幸太郎

主婦の友社

橘木　俊詔

綿矢　りさ

莫言

奥野　修司

斎藤　美奈子

イカとタコの大研究

かくれんぼどうぶつえん

チェロの木

つなひき

ドキドキ新学期

ノウサギとハリネズミ

虫のいどころ　人のいどころ

ようこそ　ぼくのおともだち

土屋　光太郎

今森　光彦

いせ　ひでこ

ジョン・バーニンガム

はやみね　かおる

はた　こうしろう

おの　りえん

野中　柊

★ 

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
お
は
な
し
会 

★

　

４
月
23
日
〜
５
月
12
日
は
“

こ
ど
も
の
読
書
週
間
„

で
す
。

そ
の
関
連
行
事
と
し
て『
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
お
は
な
し
会
』を

開
催
し
ま
す
。

　

「
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
」と
は
、絵
本
や
他
の
道
具
を
使
わ
ず
、

語
り
手
が
昔
話
な
ど
の
お
話
を
語
る
の
を
聞
い
て
楽
し
み
ま
す
。

　

ぐ
っ
と
ひ
き
こ
ま
れ
る
お
話
の
世
界
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
　

時
　

４
月
28
日（
日
）
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

場
　

所
　

市
立
図
書
館
　

お
は
な
し
の
部
屋

語
り
手
　

武
田
由
紀
さ
ん

対
　

象
　

４
歳
以
上

問 

市
立
図
書
館  

（
３
5
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
April

４
月
８
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

15
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

22
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

26
日
（
金
）
館
内
整
理
日

　
　

29
日
（
月
）
定
　

休
　

日

５
月
３
日
（
金
）
憲
法
記
念
日

　
　

４
日
（
土)

み
ど
り
の
日

　
　

５
日
（
日
）
こ
ど
も
の
日

　
　

６
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

13
日
（
月
）
定
　

休
　

日

5月～9月各種スポーツ大会（市体育施設利用）
皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひご観覧ください。（日程等が変更になる場合があります）

日　　程

5/11（土）・12（日）

5/12（日）～19（日）

5/19（日）

5/26（日）

〃

6/8（土）・9（日）

6/9（日）

6/16（日）

〃

7/7（日）

〃

7/14（日）

7/21（日）

8/17（土）・18（日）

8/18（日）

9/1（日）

9/7（土）・8（日）

9/8（日）

〃

9/22（日）

9/28（土）・29（日）

　大会名　

中央区中学校球技大会

幡多地区春季スポーツ大会

軟式野球国体幡多予選大会

四万十市体育協会長杯軟式野球大会

ミカサ杯ソフトバレーボール大会

中学校県総体幡多予選大会

フジカップ家庭婦人バレーボール大会

高松宮賜杯軟式野球１部予選大会

四万十市体育協会長杯バドミントン大会

家庭婦人バレーボール夏季大会

中村クリニック杯９人制女子バレーボール大会

四万十市体育協会長杯ミックスバレーボール大会

四万十市体育協会長杯ソフトバレーボール大会

幡多信用金庫理事長杯小学生野球大会

幡多総合武道大会

幡多地区球技大会（卓球大会）

県高等学校バレーボール夏季大会

幡多地区球技大会（サッカー、ソフトボール）

スカッシュバレーボール大会

高知県家庭婦人バレーボールいそじ大会

幡多地区中学校新人野球大会

場　　所

安並アリーナ 他

運動広場 他

四万十スタジアム

四万十スタジアム

安並アリーナ

安並アリーナ 他

安並アリーナ

四万十スタジアム

安並アリーナ

安並アリーナ

具同体育センター

具同体育センター

安並アリーナ

四万十スタジアム 他

安並アリーナ

安並アリーナ

安並アリーナ

運動広場

具同体育センター

安並アリーナ 他

四万十スタジアム 他

【問い合わせ先】（財）四万十市体育協会（市民スポーツセンター内）　☎（３４）２０７１
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第10回 四万十川R／C水上フェスタ 　

世
界
唯
一
の
ラ
ジ
コ
ン
水
上
機
の
大
会

で
、全
国
か
ら
参
加
者
が
集
ま
っ
て
、自
慢
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
供

た
ち
も
楽
し
め

る
よ
う
に
、
紙

飛
行
機
大
会
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト

や
、
第
10
回
大

会
の
記
念
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、

実
機
水
上
飛
行

機
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
飛
行
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

日
　

時
　

４
月
27
日（
土
）９
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　

28
日（
日
）９
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　

29
日（
月
・
祝
）９
時
〜
15
時

場
　

所  

四
万
十
川
ボ
ー
ト
コ
ー
ス（
鍋
島
）

催
　

し

（社）四万十市観光協会
☎（35）4171

天神橋アーケード　春のおかみさんまつり 　

毎
年
天
神
橋
商
店
街
振
興
組
合
女
性
部
が

春
・
秋
に
開
催
し
て
い
る
、お
か
み
さ
ん
ま
つ
り

を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、お
寿
司
・
手
作
り
菓
子
類
・
揚
げ
物
・

手
作
り
小
物
・
実
演
販
売
等
を
、
天
神
橋
ア
ー

ケ
ー
ド
内
に
て
実
施
し
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に

て
コ
ー
ヒ
ー
や
ケ
ー
キ
等
も
準
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
ス
タ
ン

プ
２
個
お
持
ち
い
た
だ
い
た
お
客
さ
ま
に
、
お

花
も
し
く
は
植
物
石
鹸
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
　

時
　

４
月
19
日（
金
）、20
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
〜
16
時
ま
で

場
　

所
　

天
神
橋
ア
ー
ケ
ー
ド
内

主
　

催
　

天
神
橋
商
店
街
振
興
組
合
女
性
部

駐
車
場

　

市
役
所
、天
神
橋
パ
ー
キ
ン
グ（
無
料
）

催
　

し

問

（市）教育委員会 社会体育課（市民スポーツセンター内）
☎（34）2071

問 申

天神橋商店街振興組合事務所（13時～17時）
☎（31）0680

問

募
　

集

　

ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
た
め
に
、
市
民
の
求

め
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
や
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
促
進
の
た
め
の
組
織
の
育
成
、
ま

た
教
育
行
政
機
関
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
の
行

う
行
事
や
事
業
に
関
し
て
協
力
し
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
の
た
め
の
指
導
助
言
等
を
行
っ
て
い
た
だ

く
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任 
期
　

委
嘱
の
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日

出
務
概
要（
抜
粋
）

　

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会（
年
５
回
程
度
）

　

・
四
万
十
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク

（
４
月
上
旬
）

　

・
四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン（
10
月
中
旬
）

　

・
読
売
ロ
ー
ド
レ
ー
ス（
12
月
下
旬
）
　

他

身
　

分

　

四
万
十
市
非
常
勤
特
別
職
員
（
出
務
日
数
に

　

応
じ
て
日
額
報
酬
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
）

募
集
人
員
　

６
人

応
募
締
切
日
　

４
月
25
日（
木
）

選
考
方
法
　

書
類
審
査
、
面
接
等
を
行
い
決
定

し
ま
す

四万十市スポーツ推進委員 募集 還付金詐欺に
注意しましょう

　今年に入り、高知県内で医療費
の還付金詐欺が発生しています。

■手　口
　市役所や社会保険事務所の担
当者を名乗り「通知書が届いてい
ませんか？」などと電話をかけて
きて、言葉巧みにATMに誘導し、
操作を指示して相手の口座に振
り込ませます。

■対　策
　不審な電話があった場合は、一
人で判断せず、家族や警察などに
相談するとともに、必ず事実を確
認してください。

■その他
　高額の被害も発生しています。
　ATMを操作して、還付金が振り
込まれることは絶対にありませ
ん。
　今後、同種事案の発生が予想さ
れますので、十分に注意してくだ
さい。

【問い合わせ先】
中村地区地域安全協会
（中村警察署内）
☎（34）0110
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問 申

催
　

し

奥屋内天然色堂「山茶つみ体験」

西土佐体感ツーリズム事務局
☎（31）6474　FAX（31）6475

　

奥
屋
内
上
地
区
の
住
民
グ
ル
ー
プ「
か
じ
や
村

の
若
衆
会
」主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

こ
の
地
区
に
自
生
す
る
山
茶
を
摘
ん
で
・
煎
っ

て
・
揉
ん
で
の
お
茶
づ
く
り
体
験
を
行
い
ま
す
。

　

お
昼
は
、
は
が
ま
で
炊
い
た
ご
飯
、
山
菜
の
ち

ら
し
寿
司
と
天
ぷ
ら
、
し
し
汁
、
シ
カ
肉
串
焼
き

な
ど
地
元
食
材
た
っ
ぷ
り
の
田
舎
料
理
で
奥
屋

内
の
お
ば
ち
ゃ
ん
、お
ん
ち
ゃ
ん
達
が
真
心
を
こ

め
た
お
も
て
な
し
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
　

時
　

５
月
11
日（
土
）
　

10
時
〜
15
時

※

雨
天
決
行
。一
部
内
容
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ

　

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
雨
具
を
ご
用
意
く
だ

　

さ
い
）

集
合
場
所
　

奥
屋
内
上
公
民
館

内
　

容
　

　

山
茶
づ
く
り
体
験

　

も
ち
つ
き【
茶
餅
、白
餅
】体
験（
午
後
） 

ほ
か

　

※

各
自
体
験
で
作
っ
た
山
茶
は
お
持
ち
帰
り

　
　

で
き
ま
す

募
集
人
数
　

30
人

参
加
費
　
　

　

大
人 

３
千
円

　

小
学
生 

１
千
５
百
円

　

小
学
生
未
満 

無
料
　

※

保
険
料
・
昼
食
代
込
み

申
込
締
切

　

５
月
７
日（
火
）

　

平成25年度 いきいきクラブ会員募集 　

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、皆
さ

ん
が
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、「
楽
し
い
人
生
は
健
康
か
ら
」を
テ
ー
マ
に

「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」を
開
催
し
ま
す
。

　

体
力
は
年
齢
と
と
も
に
落
ち
て
き
ま
す
。体
力

を
維
持
す
る
に
は
、運
動
を
続
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

ダ
ン
ス
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
な
が
ら
、楽
し
く

運
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
　

間
　

平
成
25
年
５
月
13
日（
月
）〜

　
　
　
　

平
成
26
年
３
月
中
旬

　
　
　
　

（
８
月
、１
月
は
休
み
）

日
　

程
　

毎
週
月
曜
日（
祝
日
除
く
）

時
　

間
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　

所
　

安
並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

ほ
か

内
　

容

・
準
備
運
動

　

体
を
ほ
ぐ
し
、け
が
の
無
い
よ
う
柔
ら
か
い
体

　

に
し
ま
す
。

・
い
き
い
き
体
操

　

動
く
こ
と
を
楽
に
し
て
、転
倒
し
に
く
い
体
に

　

し
ま
す
。

・
ダ
ン
ス
や
ゲ
ー
ム
な
ど

　

仲
間
と
楽
し
み
な
が
ら
体
力
を
つ
け
て
い
き

　

ま
す
。

・
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー

　

郊
外
に
出
て
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
す
。（
月

　

１
回
程
度
）

　

※

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

募
集
期
間
　

４
月
４
日（
木
）〜
25
日（
木
）

定
　

員
　

70
人（
先
着
順
）

参
加
料
　

無
料

※

た
だ
し
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
が
必
要
で
す
。

　

64
歳
以
下：

１
８
５
０
円
、65
歳
以
上：

１
０
０
０
円

　

（
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
有
効
）

申
込
方
法
　

下
記
ま
で
直
接
も
し
く
は
電
話
で

　
　
　
　
　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

スポーツ吹矢教室 　

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、運
動
効
果
だ
け
で
は
な
く
、

精
神
集
中
や
血
行
促
進
・
細
胞
の
活
性
化
に
も
役

立
ち
、内
臓
の
諸
器
官
に
も
よ
い
影
響
を
与
え
ま

す
。
年
齢
を
問
わ
ず
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
め
、
健

康
ア
ッ
プ
で
き
る
の
が「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
」で
す
。

日
　

時
　

５
月
12
日
、19
日
、26
日（
３
回
）

　
　
　
　

14
時
〜
15
時

場
　

所
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

武
道
場

対
象
者
　

年
齢
不
問

参
加
料
　

５
０
０
円（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
代
含
）

定
　

員
　

先
着
10
人

受
付
期
間
　

４
月
15
日（
月
）〜
５
月
９
日（
木
）

申
込
方
法
　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講
　

師
　

佐
田
昭
一
郎

　
　
　
　

（
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
四
万
十

支
部
）

※

運
動
の
で
き
る
軽
装
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
用

　

意
く
だ
さ
い
。（
用
具
は
用
意
し
ま
す
）

募
　

集

問 申 （市）教育委員会 社会体育課（安並スポーツセンター内）
 ☎（34）2071

問 申 （財）四万十市体育協会（安並スポーツセンター内）
 ☎（34）2071

教
室
・
講
座

第13回
幡多ふれあい医療公開講座

日
　

時
　

４
月
14
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜（
開
場：

13
時
）

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

演
　

題

　

「
う
つ
病
か
ら
の
回
復‐

体
の
病
気
と
う
つ
病‐

」

　
　

三
浦
星
治（
聖
ヶ
丘
病
院
院
長
）

　

「
認
知
症
の
最
近
の
治
療
に
つ
い
て
」

　
　

吉
本
啓
一
郎（
渡
川
病
院
院
長
）

参
加
費
　

無
料
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

問 幡多けんみん病院（経営企画課） ☎ 0880（66）2222
（市）保健介護課　　　　　　　 ☎（34）1823

教
室
・
講
座
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教
室
・
講
座

日
　

程
　

５
月
13
日
〜
８
月
26
日
の
間
で
７
月

　
　
　
　

15
日
を
除
く
毎
週
月
曜
日
（
全
15
回
）

時
　

間
　

19
時
〜
21
時
30
分

  ※

講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
場

　
　

合
が
あ
る
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
　

 

所
　

働
く
婦
人
の
家 

２
階 

和
室

講
　

師
　

中
島 

京
子

対
　

象
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

定
　

員
　

10
人

受
講
料
　

無
料

作
製
す
る
も
の
　

女
性
用
ゆ
か
た

用
意
す
る
も
の  

　

女
性
用
ゆ
か
た
反
物（
綿
）、糸
、針
、ヘ
ラ
、

　

チ
ャ
コ
、も
の
さ
し（
ク
ジ
ラ
サ
シ
）

申
込
期
間
　

４
月
15
日（
月
）〜

申
込
方
法
　

本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

　
　
　
　
　

（
９
時
〜
17
時
15
分
／

12
時
〜
13
時
、土
、日
、祝
日
を
除
く
）

　

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

働く婦人の家講座「和裁」募
　

集

　

市
の
春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
彩
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、小
京
都
中
村
の
歴
史
に
ち
な
ん
だ
衣
装

で
延
べ
１
７
０
人
が
、市
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
役
職
に
応
じ
た
色
と
り
ど
り
の
衣

装
を
身
に
ま
と
い
、行
列
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
　

５
月
３
日（
金
）

場
　

所
　

　

一
條
神
社
か
ら
市
の
中
心
市
街
地
を
回
る
ル
ー
ト

募
集
人
数
　

１
３
０
人

応
募
資
格
　

小
学
生
〜
大
人

申
込
締
切
　

４
月
15
日（
月
）

土佐一條公家行列「藤祭り」
行列参加者募集

働く婦人の家
☎（34）6299

問 申

催
　

し
「
今
シ
ー
ズ
ン
も
四
万
十
川
で
思
い
っ
き
り
遊
ぼ
う
！
」 

　

四
万
十
の
川
び
ら
き
シ
ー
ズ
ン
到
来
！ 

　

自
然
を
満
喫
で
き
る
カ
ヌ
ー
や
屋
形
船
な
ど
、

親
子
で
楽
し
め
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
い
っ
ぱ
い
！ 

　

四
万
十
川
流
域
の
う
ま
い
も
の
・
手
作
り
も
の

を
沢
山
集
め
た
春
の
感
謝
祭
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

日
　

時
　

４
月
20
日（
土
）10
時
30
分
〜
15
時

　

※

悪
天
候
の
場
合
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

場
　

所
　

西
土
佐
ふ
る
さ
と
市
周
辺

内
　

容

　

・
カ
ヌ
ー
、屋
形
船
無
料
体
験

　

・
沈
下
橋
目
指
し
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　

・
親
子
で
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、ツ
ア
ー
な
ど

　

・
水
切
り
選
手
権
大
会
〜
お
と
な
、こ
ど
も
部

　

・
春
の
感
謝
祭
〜
四
万
十
川
流
域
の
う
ま
い
も

の
、手
作
り
も
の

入
場
料
　

無
料

主
　

催
　

四
万
十
川
び
ら
き
実
行
委
員
会

四万十川びらきと春の感謝祭 in 西土佐

四万十・川の駅 カヌー館　☎（52）2121
http://www.canoekan.com

問

催
　

し日
　

時
　

４
月
28
日（
日
）８
時
〜

　

※

河
川
増
水
時
は
５
月
12
日（
日
）

場
　

所
　

旧
竹
屋
敷
小
中
学
校
お
よ
び
周
辺

内
　

容

　

・
あ
め
ご
釣
り

　

・
あ
め
ご
つ
か
み
ど
り（
幼
児
・
小
学
生
対
象
）

　

・
飲
食
・
物
産
コ
ー
ナ
ー

参
加
料

　

・
あ
め
ご
釣
り（
エ
サ
代
込
）

大
人：

３
千
円
、中
学
生
以
下：

１
千
円

　

・
あ
め
ご
つ
か
み
ど
り

幼
児：

無
料
、小
学
生：

５
百
円
　

第15回 竹屋敷あめごまつり

竹屋敷活性化協議会（佐竹）
☎090-8697-4299（昼）　☎（32）1852（夜間）

問

土佐一條公家行列「藤祭り」実行委員会事務局
（中村商工会議所内）
☎（34）4333（担当：福留・井口）

問 申

教
室
・
講
座

四万十市雇用創造促進協議会　4月開催講座
募集種目 日　　時 場　　所 内　　容 講　　師 募集期間

◆高付加価値農産
物生産計画・技術
力向上研修

4月8日（月）～
23日（火）　

4月24日（水）
14:00～17:00

4月25日（木）
9:00～12:00

実地研修
鍋島圃場
（集合：あぐりっこ
研修センター）

・播種と定植
※天候や圃場の状況で内容変更
の可能性あり

山下　一穂氏
（有機のがっこう「土
佐自然塾」塾長）

ご不明な点がありましたら、左記までお問い合わせの上お

申し込みください。応募者多数の場合は先着順になります。問
四万十市雇用創造促進協議会　☎（34）9570　FAX（34）9571　
ホームページ　http://www.shimanto-koyo.com/

定期相談所

（本庁）総務課　
☎（34）1804

日本政策金融公庫高知支店
農林水産事業
☎088(825)1091

行政相談所

無料農業経営相談

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

4月19日（金）
13時～16時

社会福祉センター

JA高知はた本所
３階

4月25日（木）

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560
　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

農業に関する借入相談、経営全般に関
する悩みなどの相談（要事前申込）
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ク
レ
ヨ
ン
や
絵
具
・
ビ
ー
ズ
な
ど
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

〝
ひ
ま
わ
り
〞
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
子
さ
ま
か
ら
大
人
ま
で
、楽
し
ん
で
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
！

開
催
日
　

５
月
４
日（
土
）
　

10
時
〜
14
時

場
　

所
　

天
神
橋
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
内

参
加
費
　

１
０
０
０
円（
材
料
費
含
む
）／
枚

申
込
締
切
　

４
月
15
日（
月
）

申
込
方
法
　

お
名
前
・
ご
連
絡
先
・
参
加
人
数
・
希
望
サ
イ
ズ
を

　
　
　
　
　

そ
え
て
先
ま
で
申
込
く
だ
さ
い
。

※

当
日
飛
び
入
り
参
加
も
可
能
で
す
が
、希
望
す
る
Ｔ
シ
ャ
ツ

　

の
サ
イ
ズ
が
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

昨
年
放
送
さ
れ
た
ド
ラ
マ
「
遅
咲
き
の
ヒ
マ
ワ
リ
」に
ち
な

ん
で
、天
神
橋
商
店
街
で
は
ひ
ま
わ
り
の
作
品
展
を
開
催
し
ま

す
。会
場
に
は
、ド
ラ
マ
の
出
演
者
さ
ん
の
サ
イ
ン
な
ど
も
展

示
し
て
い
ま
す
。

　

入
場
無
料
で
す
の
で
、た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

※

４
月
15
日
ま
で
、作
品
も
受
付
中
で
す
。絵
や
写
真
以
外（
手

　

芸
品
・
編
み
物
や
貼
り
絵
な
ど
）で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

期
　

間
　

４
月
19
日（
金
）〜
５
月
６
日（
月
）
　

10
時
〜
17
時

場
　

所
　

天
神
橋
商
店
街
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
横

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

天
神
橋
商
店
街
振
興
組
合
事
務
局

　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
１
）０
２
８
０（
平
日
13
時
〜
17
時
）

市民のひろば市民のひろば
　

映
像
（
動
画
）
コ
ン
テ
ン
ツ
を
切
り
口
に
地
域

活
性
化
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
、幡
多
Ｉ
Ｔ

実
践
会
（
会
長
・
毛
利
仁
人
）
が
こ
の
ほ
ど
「
四
国

コ
ン
テ
ン
ツ
映
像
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」に
お
い

て
、優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
24
年
度
の
市
か
ら
の
委
託
事
業

（
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業
）に
お
い

て
、市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
を
撮
っ
た
も
の

が
受
賞
対
象
作
品
と
な
っ
た
も
の
で
、全
応
募
作

品
63
作
品
の
う
ち
６
作
品
（
最
優
秀
賞
２
作
品
、

優
秀
賞
３
作
品
、
特
別
賞
１
作
品
）
の
中
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
に
は
松

山
市
に
お
い
て
授
賞

式
と
コ
ン
テ
ン
ツ
セ

ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
、

幡
多
Ｉ
Ｔ
実
践
会
の

メ
ン
バ
ー
が
出
席

し
、
喜
び
の
傍
ら
、
よ

り
高
い
技
術
を
習
得

で
き
る
よ
う
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

（
投
稿：

幡
多
Ｉ
Ｔ
実
践
会
）

幡
多
Ｉ
Ｔ
実
践
会 

四
国
コ
ン
テ
ン
ツ
映
像

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
で

優
秀
賞
を
受
賞

オ
リ
ジ
ナ
ル

〝
ひ
ま
わ
り
〞
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
ろ
う
！

オ
リ
ジ
ナ
ル

〝
ひ
ま
わ
り
〞
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
ろ
う
！

オ
リ
ジ
ナ
ル

〝
ひ
ま
わ
り
〞
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
ろ
う
！

て
ん
じ
ん
ば
し「
ひ
ま
わ
り
作
品
展
」

て
ん
じ
ん
ば
し「
ひ
ま
わ
り
作
品
展
」

て
ん
じ
ん
ば
し「
ひ
ま
わ
り
作
品
展
」

四
万
十
川
学
遊
館

　
　

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
ト
ン
ボ
王
国
で
は
、30
種
近
く
の
ト

ン
ボ
が
飛
び
交
い
、数
万
株
の
カ
キ
ツ
バ
タ
や
ス
イ
レ
ン
を
始
め

と
す
る
初
夏
の
花
が
見
ご
ろ
を
迎
え
、楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。

　

ぜ
ひ
、春
の
ト
ン
ボ
王
国
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

巨
大
魚
＆
古
代
魚
キ
ッ
ズ
展

　

普
段
は
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ
と
が
な
い
大
形
種（
成
魚
全
長

サ
イ
ズ
50
㎝
）の
幼
魚
約
10
種
を
中
型
水
槽
６
基
で
紹
介
し
ま
す
。

　

期
　

間
　

５
月
26
日（
日
）ま
で

ト
ン
ボ
・
カ
ー
ド
さ
が
し

　

四
万
十
川
学
遊
館
あ
き
つ
い
お
前
庭
に
隠
さ
れ
て
い
る
ト
ン

ボ
・
カ
ー
ド
を
探
し
当
て
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
ン
ク
に
応
じ
た

賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

日
　

程
　

５
月
５
日（
日
）

　

対
象
者
　

入
館
者
の
う
ち
小
学
生
以
下

ネ
ー
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
研
究
会
作
品
発
表
展
示
会

　

自
然
と
カ
メ
ラ
好
き
の
人
た
ち
に
よ
る
作
品
発
表
展
示
会
。野

鳥
、昆
虫
、野
草
な
ど
、野
生
生
物
を
美
し
く
捉
え
た
Ａ
３
サ
イ
ズ

の
生
態
写
真
64
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

期
　

間
　

５
月
26
日（
日
）ま
で

メ
ダ
カ
・
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
す
く
い（
常
時
開
催
）

　

四
万
十
川
学
遊
館
に
入
館
さ
れ
た
小
学
生
以
下
を
対
象
に
、ト

ン
ボ
王
国
産
メ
ダ
カ
や
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
を
金
魚
す
く
い
の

ポ
イ
で
す
く
い
ま
す
。
メ
ダ
カ
は
２
尾
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ

ニ
は
１
匹
ま
で
持
ち
帰
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、２
回
目
か
ら
は
１
回
１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

 

問
　

公
益
社
団
法
人
ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会
　

　
　

 

☎（
３
７
）４
１
１
０
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く96

　

国
の
敗
戦
を
体
験
さ
せ
ら
れ
た
私

ど
も
の
世
代
は
、
戦
争
ほ
ど
愚
か
で

人
権
無
視
の
行
為
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
地
球
上
か
ら
戦

争
の
絶
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
場
で
は
人
間
の
こ
こ
ろ
な
ど
は
、

怒
り
や
恐
怖
に
よ
っ
て
す
っ
飛
ん
で

し
ま
い
、
ど
ん
な
に
訓
練
さ
れ
た
兵

士
で
も
、
思
い
も
し
な
か
っ
た
残
虐

行
為
に
走
り
、
戦
争
協
定
に
違
反
す

る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
ア
工
科
大
学
の
ア
ー
キ

ン
ズ
博
士
は〈
戦
場
ロ
ボ
ッ
ト
〉を
開

発
し
よ
う
と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
知
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
は
戦
場
で
人
間

よ
り
も
倫
理
的
に
行
動
で
き
る
」
と

い
う
の
が
博
士
の
理
論
で
す
。
そ
の

ロ
ボ
ッ
ト
は
、
人
に
操
作
さ
れ
て
動

く
の
で
は
な
く
、
人
間
以
上
の
知
的

能
力
を
発
揮
し
て
、
絶
対
に
間
違
わ

な
い
自
律
的
な
考
え
を
身
に
付
け
て

行
動
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。
自
分
を

守
る
と
い
う
本
能
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
怒
り
や
無
謀
さ
と
い
う
感

情
と
は
無
縁
に
造
ら
れ
る
の
で
、
い

か
な
る
場
合
で
も
こ
こ
ろ
が
傷
つ
く

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ア
メ
リ
カ
の
陸
軍
軍
医
司
令
部
の

調
査
に
よ
る
と
、
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ

れ
た
兵
隊
の
中
で
、
民
間
人
に
は
尊

厳
と
敬
意
を
も
っ
て
接
す
る
べ
き
だ

と
答
え
た
の
は
、
半
数
に
も
満
た
な

か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
十
七
％
の
者

が
、
民
間
人
は
す
べ
て
反
乱
者
と
し

て
扱
う
べ
き
だ
と
驚
く
べ
き
解
答

を
し
た
と
い
い
ま
す
。ま
た
三
分
の

一
以
上
が
、拷
問
も
必
要
だ
と
答
え
、

仲
間
を
失
っ
た
悲
し
み
や
、死
体
を

運
ぶ
辛
さ
の
苦
痛
を
受
け
た
兵
隊

ほ
ど
、民
間
人
を
虐
待
し
た
ケ
ー
ス

が
多
い
と
調
査
は
示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
人
間
の
弱
さ
も
、こ
こ
ろ

を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
ロ

ボ
ッ
ト
を
造
り
出
し
た
な
ら
、兵
隊

た
ち
よ
り
も
倫
理
的
に
任
務
を
果

た
せ
る
こ
と
と
な
る
し
、そ
ん
な
能

力
を
も
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
造
る
こ

と
は
不
可
能
で
は
な
い
と
、他
の
大

学
教
授
も
多
く
賛
同
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
人
で
あ
る
タ
フ
ト
大

学
の
哲
学
者
デ
ネ
ッ
ト
教
授
も
、

「
ロ
ボ
ッ
ト
を
造
る
こ
と
は
難
し
い

こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
倫
理
的

な
判
断
ま
で
機
械
に
さ
せ
て
し
ま

う
こ
と
は
、生
身
の
人
間
の
良
心
は

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。機
械
以
下

で
し
か
な
い
人
間
の
尊
厳
と
は
一

体
何
だ
ろ
う
か
」と
も
心
配
し
て
い

ま
す
。

　

以
前
、人
の
こ
こ
ろ
を
読
み
と
る

ア
ト
ム
と
い
う
ロ
ボ
ッ
ト
が
テ
レ

ビ
で
大
人
気
で
し
た
が
、実
際
に
そ

ん
な
も
の
が
で
き
た
と
な
る
と
、
人

間
は
地
球
上
に
全
く
い
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
、
情
け
な
く
て
、
泣

き
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
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名

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」、「
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、親

族
等
の
希
望
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
庁
）市
民
課
　

☎（
3
4
）1
1
1
3

場　所 (本　　庁）税務課 資産税係
　　　 (総合支所）税務課 西土佐税務分室
期　間 4月1日（月）～ 5月31日（金）
縦覧できる人
土地・家屋の固定資産税納税者、委任状持参者、納税管理人
※手数料は無料です
【問い合わせ先】
(本　　庁）税務課 資産税係　　　  ☎（35）4428
(総合支所）税務課 西土佐税務分室  ☎（52）1111

土地価格等・家屋価格等縦覧帳簿を
ご覧いただけます

土地価格等・家屋価格等縦覧帳簿を
ご覧いただけます

土地価格等・家屋価格等縦覧帳簿を
ご覧いただけます



西南管工
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
溝渕設備
森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
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4月 6日
7日
13日
14日
20日
21日
27日
28日
29日

5月 3日
4日
5日
6日
11日
12日
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☎（
☎（
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人（
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 ー 49
ー 20
ー 29
ー 8

）
）
）
）

35,891
16,967
18,924
16,444

人
人
人
人

51
69
19
50

2
水道の使用を開始・中止するときは…

引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】
（本　　庁) 水　道　課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

市民病院
小原外科胃腸科
市民病院
さたけ小児科
大野内科
山下整形外科
竹本病院
市民病院
木俵病院
吉井病院

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
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日
日
日
日
月
金
土
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月
日

月

月

4

5

7
14
21
28
29
3
4
5
6
12

☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 5 ）0 1 0 8
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 7 ）2 2 5 5
☎（ 3 7 ）5 2 8 1
☎（ 3 4 ）0 5 1 1
☎（ 3 5 ）4 1 5 1
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）1 2 1 1
☎（ 3 4 ）5 0 0 5

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。
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4月実施の統計調査

調　査　名 該当地区

家計調査
京町、於東町、新町、天神橋、

愛宕町、小姓町

労働力調査 三ツ又、安並、東町１丁目

商業動態統計調査 古津賀、中村東下町、井沢、国見

【問い合わせ先】
（県）総務部 統計課　☎088(823)9344

「遅咲きのヒマワリ」 続編要望署名活動に
ご協力お願いします

「遅咲きのヒマワリ」 続編要望署名活動に
ご協力お願いします

「遅咲きのヒマワリ」 続編要望署名活動に
ご協力お願いします

　昨年末、四万十市を舞台としたドラマ「遅咲きのヒマワリ～ボ
クの人生、リニューアル～」が放送されました。
　ドラマは、芸術祭優秀賞を受賞するなど、高い評価を受け、続
編を期待する声が多くあがっています。
　そこで、「遅咲きのヒマワリ」四万十ロケ支援委員会（事務局・
市観光課）では、こうした声を、市をあげてテレビ局へ届けよう
と、区長会の協力を得て、全市民を対象に、ドラマ続編を要望す
る署名活動に取り組んでいます。
　また、市公式ホームページでも、全国からの署名を呼びかけて
います。
　天神橋商店街には、3月21日時点で、すでに14，000人の署名が
寄せられています。
　署名は、区長を通した各戸回覧のほか、以下でも受け付けてい
ますので、多くの市民の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

天神橋商店街、市役所、西土佐総合支所、文化センター、公民館、中村駅、商工会議所、観光協会、いちじょこさん
市場、幡多信金本支店、アピアさつき、サニーマート、サンリバー四万十　

【問い合わせ先】
「遅咲きのヒマワリ」四万十ロケ支援委員会　事務局：（市）観光課

☎（３４）１７８３　FAX（３４）２５２５
E-mail：kanko@city.shimanto.lg.jp

　昨年末、四万十市を舞台としたドラマ「遅咲きのヒマワリ～ボ
クの人生、リニューアル～」が放送されました。
　ドラマは、芸術祭優秀賞を受賞するなど、高い評価を受け、続
編を期待する声が多くあがっています。
　そこで、「遅咲きのヒマワリ」四万十ロケ支援委員会（事務局・
市観光課）では、こうした声を、市をあげてテレビ局へ届けよう
と、区長会の協力を得て、全市民を対象に、ドラマ続編を要望す
る署名活動に取り組んでいます。
　また、市公式ホームページでも、全国からの署名を呼びかけて
います。
　天神橋商店街には、3月21日時点で、すでに14，000人の署名が
寄せられています。
　署名は、区長を通した各戸回覧のほか、以下でも受け付けてい
ますので、多くの市民の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

天神橋商店街、市役所、西土佐総合支所、文化センター、公民館、中村駅、商工会議所、観光協会、いちじょこさん
市場、幡多信金本支店、アピアさつき、サニーマート、サンリバー四万十　

【問い合わせ先】
「遅咲きのヒマワリ」四万十ロケ支援委員会　事務局：（市）観光課

☎（３４）１７８３　FAX（３４）２５２５
E-mail：kanko@city.shimanto.lg.jp

署名ブース（天神橋商店街）署名ブース（天神橋商店街）

　

４
月
の
人
事
異

動
で
広
報
編
集
担

当
か
ら
離
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
３
年
間
、

携
わ
っ
た
広
報
誌

を
見
返
し
て
み
て
、

本
当
に
た
く
さ
ん

の
方
々
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
い
て

き
た
と
実
感
し
ま

す
。
こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
広

報
四
万
十
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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